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「

株
式
會
せ
-
は
二
十
世
紀
に
於
け
る
驚
興
で
あ
る
。
嘗
て
獨
逸
の
一
商
法
规
者
は
株
式
會
社
の
娶
な
純
濟
作
用
に
驚
獎
し
つ
\
 

之
が
發
生
を
汽
車
や
汽
船
の
發
明
に
な
ぞ
ら
ベ
た
が
、
此
の
近
代
的
な
企
業
形
態
の
發
生
は
晋
々
の
，H
常
生
活
に
大
き
な
變
質
を
裔 

し
、
洛
も
此
の
變
動
は
旣
に
終
つ
た
の
で
は
な
く
"
尙
將
來
に
向
つ
て
更
に
進
行
か
續
け
て
ゐ
る
。
著
者
は『

日
下
獎
學
財
園』

の 

援
助
を
得
て
、
此
の
興
味
あ
る
問
題
の
硏
究
に
專
念
す
る
事
多
年
、
玆
に
其
の
豐
か
な
る
成
果
を
集
大
成
し
て
、
本
書
を
公
刊
せ
ら 

る
。
卽
ち
前
編
に
於
で
は
、
株
式
會
社
發
生
史
論
の
_

間
題
に
付
象
利
な
る
檢
討
を
遂
げ
、
後
編
に
於
て
は
こ
の
理
論
的
議 

を
義
と
し
て
、
併
太
利
•和
繭
•英
吉
利
等
の
史
實
を
探
ね
つ
\

株
式
會
社
の
具
體
的
な
發
生
過
程
を
仔
細
に
分
析
し
解
明
せ
ら 

る
。
著
者
は
能
ふ
限
り
ォ
リ
デ
ナ
ル
に
近
い
資
料
に
遡
つ
て
史
實
の
芷
確
を
期
す
る
と
共
に
、
資
料
や
史
實
の
單
な
る
放
恣
な
羅
列 

を

避

け%•
其§

正
し
い
選
櫸
と
巧
み
な
驅
使
を
母
胎
と
し
て
へ
理
論
と
實
證
と
の
幸
福
な
る
結
合
を
圖
る
べ
く
、
並
々
な
ら
ぬ
苦
心 

を
圖
ら
れ
た
。
故
に
本
書
は
素
ょ
り
歷
史
的
硏
究
で
は
あ
る
が
、
併
し
單
な
る
史
實
の
骨
董
的
設
索
で
は
な
い
。
蓋
し
著
者
の
意
圖 

す
る
所
は
、
發
生
史
を
解
明
し
つ
\

こ
の
發
生
の
側
而
か
ら
ニ
十
世
紀
の
條
物
た
る「

株
式
會
社」

の
社
會
經
濟
的
意
義
を
明
か
に 

せ
.ん
と
す
る
に
布
る
か
ら
だ
。
最
近
株
式
會
社
の
硏
究
は
H
々
盛
ん
に
し
て
、
永
年
の
企
圖
た
る
會
社
法
の
劃
期
的
改
正
の
實
規
も 

近
い
今
日
、
經
濟
史
家
は
勿
論
、
轲
營
嵚
者
、
商
法
學
者
更
に
常
務
家
諸
氏
の
縦
讀
を
待
つ
や
洵
に
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

D

前
編
株
式
會
社
發
生
史
論
の
基
本
問
題
は
し
が
き
笫
ー
章

f?
!
j
mの
基
本
的
考
察
第
一
一
章
株
式
脅
/ii
i：
發

4
史
論
の 

納

靈

第

三

■軍
前
期
的
索

S

中
過
极
と
し
て
S

式#社
發
坐
史
補
諭
第

5

船
舶
共
有
組
合
の
5

n

.c
i
i 

溶

Joint-Stock C
o
m
p
a
n
y

と
株
式
會
社
後
編
株
式
會
社
形
態
の
發
生
と
展
開
は
し
が
き
第
一
章
株 

知
式
脅
社
ぎ
生
の
實
體
的
雄
礎
第
一
一
章
チ
-
ノ
ヴ
ァ
の
コ
ン
ベ
ラ
、
特
に
サ
ン

•

デ
ョ
ル
デ
ォ
の
企
邊
形

^
、§
ー1
1 5
び
5 

C?
に
於
け
る
株
式
#
'li
t
の
發
生
と
そ
の
限
界
俄
四
窀
英
吉
利
に
於
け
る
柹
式
畲
社
形
態
の
股
開
附
錄
總
主
要
文
處
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' 

.忠

：

雄

筆
#
は
旣
に『

統
制
經
濟
一
と
砰
坐
產
過
程

J

な
る
論
文(

本
誌
三
一
ー
卷
ー
號
揭
載

)

に
於
て
左
の
點
を
指
摘
し
た
。
即
ち
國
家
の
第
三
部 

間
に
對
す
名
塬
大
な
投
資
を
通
じ
て
の
み
營
凌
れ
る
統
制
經
濟
め
再
生
產
過
程
は
ー
ー
方
に
於
て
從
來
の
段
階
に
於
け
る
搏
生
產
過
程 

と
同
樣『.

價
値
及
.び
.素
材
塡
補』

な
る
.モ
メ
ン
ト
•を
含
む
と
同
時
に
、
，fl
i
i方
こ
の
段
階
特
有
の
;:『

單
に
價
値
の
創
造
貨
幣
形
態
に
於
け
る 

塡
補』

な
石
モ
^
ン
；ト
を
含
ん
で
ゐ
る
0
こ
.の
特
有
の
.モ
メ
ン
ト
の
稃
す
る
爲
、
創
造
貨
幣
の
.形
態
で
貨
幣
資
本
が
蓄
積
さ
れ
る
が
， 

眞
0
價
値
及
び
素
材
«
補
が
行
は
れ
ぬ
爲
％
物
財
資
本
ひ
蓄
積
は
起
り
得
な
い
0
,斯
か
る
«
ホ
の
不
均
衡
蓄
«
こ
そ
該
苒
坐
產
過
程
の 

i
：

的
矛
盾
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
内
的
矛
盾
が
實
'在
す
る
爲
に
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
の
現
は
れ
る
必
然
性
が
存
す
る
の
で

r 

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
日
シ
對
策 

I 

、

七
一
一)
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'
も
れ
故
吾
々
は
本
稿
：に
於
て
は
第1

に
イ
ン
：フ
■レ
1
シ
a
ン
は
如
何
な
る
姿
に
於
て
現
は
.れ
る
'か(

現
象
形
鶴
論
.

)

、
第II

に
斯
，か
る 

.現
激
を
惹
起
さ
せ
る
根
據
は
何
かC

本
質
論)

、：第
三
に
そ
：の
根
據
が
如
何
な
る
諸
條
件
を
具
備
す
名
場
合
に
現
實
に
.イ
ン
.フ
レ

ー

シ#9 

シ
と
な
つ
て
現
”は
れ
て
來
る
：か
、
：且
つ
そ
れ
等
諸
條
件
を
變
容
せ
し
め
名
こ
と
に
$

0
て
如
何
に
イ
ン
フ
レ
丨
シ
9
ン
發
現
I

顯
往 

イ
ン
フ
レ
即
ち
惡
性
イ
ク
.フ
レ
；1

の
必
然
性
が
止
揚
さ
れ
：る
か(

政
策
_

の
問
題
を
取
扱
ふ
？ 

' 

■

■

 

.
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ビ
グ
ー

の
指
摘
せ
る
如
く
、
最
も
通
俗
な
定
義
に
從
へ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
i
は『

そ
れ
に
相
應
す
る
坐
產
增
加
と
の
比
例
以 

上
に
貨
幣
の
增
加
す
る
t
と』

.

(
5
 )
を
意
味
す
る
0
斯
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
”
ン
が
財
貨
生
.產
の
增
加
と
不
均
衡
赴(

ょ
り
大
な
る
貨 

'幣
の
增
加
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
常
に
價
格
の
騰
貴
と
し
て
現
象
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
ル
ド
ル
フ
•
シ
ノ
ツ
ケ
ン
の 

如
き
は
單
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ®

ン
を『

價
格
騰
貴
を
俾
ふ
貨
幣
の
增
加』(

誰
二)

と
解
し
て
ゐ
.る

.0 

.註 
一
 

A. C. pigou. The Econo

g.cs. of Welfare. London,. 192L p.. 665,

註 
ニ 

o
f 

Deutsche Geld.und Kreditposk. Hamburg, 1937. s. 44.

.
勿
論
憤
格
騰
貴
な
る
現
象
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
象
形
態
の
一
面
を
な
す
も
の
で
あ
/る
。
然
し
斯
か
る
現
象
面
の
み
を
以
つ
て 

し
て
は
イ
シN

レ
ー
シ 

> 
ン
を
他
の
現
象
と
區
別
し
得
可
き
何
等
の
特
質
を
示
し
得
な
い
。
と
云
ふ
の
は

'
、普
通
景
氣
上
昇
の
際
に
も 

言
用
膨
脹
、
價
格
騰
貴
の
現
象
を
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
吾
々
は
イ
シ
フ
レ
1
シ
3
シ
期
に
於
け
る
價
格
騰
貴
の
現
象
を
景
氣
上

勇
期
に
於
け
る
儐
格
騰
貴
の
現
象
と
對
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、、•イ
ン
フ
レ
ー
シB

ン
の
'現
象
形
態
の
特
質
4
1明
瞭
な
ら
し
め
よ
ぅ
。

フ
ァ
イ
レ
ン
の
胡
究
に
よ
れ
ば(

註
ー)

、
最
近1

世
紀
間
に
於
け
る
最
も
顯
著
な
景
氣
變
動
の
.現
象
形
態C

徵
候
型)

の
一
っ
は
次
の 

如
き
諸
價
f
i
列
間
.の
相
互
關
係
即
ち
價
格
構
造(

註
ニ)

の
典
型
的
靈
で
あ
るo 

,

Ir
j 

J
O
M

S,J
r
g
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^
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r
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フ
ブ
イ
レ
ー
シ
は
右
論
文
に
洗
立
つ'.
て
發
表
し
た
.他
'

Q 
論
文(

r?
is
,
M
w
t
r
u
k
t
u
r 

und Preisbewegung, Der Preis alswonjunkcrsympti. 

in: Vierteljahrshefte zur Koniunkturforschung. Jg. 
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3 
に
於
て
、
多
く
の
價
格
が
拘
柬
さ
れ
る

.

に
至
っ
た
現
代
の
獨
rs
資
木
生
義
に
於
て
は
諸
價
格
系
列
の
平
均
に
過
ぎ
ぬ『

價
格
水
準』

，即
ち
一
般
物
價
指
數
は
景
M
變
動
の
徵
候
型
と
し 

て
の
機
能
を
蔷
し
く
尖
っ
次
と
は
云
へ
1
.若
し
價
格
諸
系
列
間
の
柑
互
關
係
、
例
へ
ば
生
產
財
價
格
の
系
列
と
消
費
財
價
枨
の
系
列
、
自
由
惯 

格
の
系
列
と
枸
策
價
格
の
系
列
、.，輸
入
品
價
格
の
系
列
と

.輸
出
品
價
格
の
系
列
相
.互
の
變
動
關
係
を
研
究
す
.る
な
ら
ば
、
斯
か
る
價
格
構
造
の

變
動
よ
り
し
て
明
確
な
最
氣
の
徵
候
型
が
今
日
尙
ほ
得
ら
る
>
こ
と
を
主
張
し
て
あ
る
0

.

.

.

.

.

一
、
.景
氣
上
舁
期
に
於
て
は
そ
の
最
好
況
局
面
に
達
：す
る
迄
は
、
坐
產
財
の
原
料
品
價
格
が
消
費
財
の
そ
れ
に
比
し
て
騰
貴
率
著
し 

く
、
.他
方
こ
の
關
係
は
恐
慌
期
に
逆
と
な
る
0

丨
，

.1

十
、
景
氣
上
昇
期
に
と
っ
，て
他

0
特
徵
的
な
價
格
構
造
の
變
動
は
原
.料
品
價
.格
と
完
成
，品«
格
相
瓦
の
變
動
關
係
.で
あ
；る
0
即
ち
原 

料
品
價
格
は
常
.に
よ
り
早
く
、
よ
り
著
じ
く
騰
貴
す
る
も
、の
で
.あ
.り
、
從
つ
て
早
ぐ
‘そ
.の
最
高
點
に
達
し
、
.次
い
で
よ
：o
著
し
く
低
落 

す
る
も
：の
で
あ
る
。

一
般
に
景
氣
上
昇
期
に
は
商eg

の
種
類
が
完
成
消
費
財
に
近
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
そ
の
商
ぬ
價
舱
の
81
*

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
澍
策 

三

(
七
.：

S
D



イ
y
フ

シ
H
'ン
'對
策
：

四

C

七1' 四
>

は
膂
し
>、
な
く
'
從
っ
て
小
寶
價
格
は
最
少
の
變
動
を
：示
す
。
' 

:一
 

リ

,
 

こ
'れ
等1

1
つ
0
價
：格
糨
造
以
外
に
、
更
匕
農
業
原
料
品
債
格
と
.エ
.業
原
料
ロ
覆
格
乃
茧
は
自
由
價
格
と
拘
束
價
格
と
.の
.相
互
關
係
等
、-

も
霞
變
動

.の
典
型
的
な
■現
象(

徵
候)

形
態
を
な
す
。
然
し
こ
の
際
最
，拿

#

l
f :
M

^

f :
(D
O

s
^

歌
 

l

is 0
o
r o
l o
、
i
s :
i

s、
i
l o
i
l 0
o
l o
、
l°
o
i 0
o
LO
<o
f o
こ
と

で
あ
る
e
.

■■

-

こ
I
こk

し
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
'
*シ
に
ょ
る
價
務
騰
貴
は
如
掏
な
る
特
質
を
も
つ
た
現
象
形
態
を
示
す
か
o
フ
ァ
ィ
■レ
ン
.は
世
界
大
戰 

そ
れ
■

ぐ
ィ
ン
フ
レ
1'
'
シ
日
ン
時
'代
の
獨
逸
價
絡
統
？

り
し
て
次
の
如
き
特
質
を
明
加
に
し
て
办
る
。

一
、
生
產
財
の
原
料
品
と
消
費
財
の
原
料
品
相
互
の
價
格
變
動
に
就
い
て
一
其
へ
ば
、::
:
'ー
九
ー
一
〇
年.一月
以
.來
次
の
如
き
變
動
を
示
し

■ 

■ 

■ 

. 

. 

. 

.

■
■.
‘
. 

I 

-

'
一
:'
-

/

.
 

■ 

- 

.

.

.

て
ゐ
る
o

紙
幣
馬
克
に
よ
る
主
要
原
料
品
の
御
寶
物
債(

一
九
一
三
年
を
一
と
す)

一
九
ニ
〇
牢
ー
月 

1

九
--
*
.

U

年
一
月 

ー
九
ニ
ー‘
1年
ー
月 

1

九
ニ
三
年一

月

國
內
で
債
格
が
決
定
さ
れ 

る
消
費
財
の
原
料
品
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一)
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五
•
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三
四
•
七

,

一
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四
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〇
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〕

農
粢
原
料
品

國
內
で
價
格
が
決
定
さ
れ 

る
坐
產
財
の
原
料
品

(

二)

-
0
6
 

一
五
•
六 

三
ニ
.
•
八 

ニ
八
六
〇

•
〇 

(

二)

石
炭
、
鐵0
建
築
材
料

そ
の
際
彼
は
國
內
で
そ
の
價
格
が
決
定
さ
也
る
原
料
品
.の
み
を
問
題
と
す
る
。
と
沄
ふ
の
は
輸
入
原
料
品
は
國
外
の
特
殊
事
情
の
影 

響
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
普
通
の
景
氣
上
昇
期
と
異
り
、
イ
ン
フ
レ
！
ン®

ン
の
時
期
に
は
兩
原
料
品
の
§
細
き
« 0
<0
0
,剧
^ 0
か
1
:—.
0 

で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
シ
の
後
期
の
段
階
に
於
て
初
め
て
坐
產
財
の
原
料
品
價
栳
が
消
費
財
の
原
料
品
價
格
以
上
..に
騰
貴
し
た
の 

で
あ
る
。

. 

,

:

.ニ
、
.原
料
品
と
工
業
完
成
品
相
互
の
價
格
變
動
も
亦
戰
時
及
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
*
,ン
期
に
は
異
つ
.た
様
相
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
戰 

時
及
び
戰
後
の
最
初
の
年
に
は
、
完
成
品
の
卸
賣
物
價
が
原
料
品
の
そ
れ
に
it
し
て
著
し
く
騰
貴
し
て
ゐ
.る
。

一
九

一

九
.年
の
終
り
に 

初
め
て
原
料
品
價
格
は
^

—

戰̂
後
の
國
際
的
ブ
ー
ム
に
一
部
影
響
さ
れ
て
丨
完
成
品
價
格
以
上
に
騰
貴
し
始
め
、
次
い
で
約
一
九
ニ 

三
年
の
央
頃
に
至
る
迄
後
者
と
平
行
し
て
急
激
に
騰
貴
し
て
ゐ
る
°:そ
れ
か
.ら
洱
び
完
成
品
價
格
が
原
料
.品
價
格
以
上
に
騰
貴
し
、
イ 

ン
フ
レ
ー
シ
ノ
ンQ

終
迤
こ
の
狀
態
が
持
續
し
た
。

. 

.

.

紙
幣
馬
克
に
ょ
る
原
料
品
及
•び
完
成
品
の
卸
寶
物
價(

一
九一

三
年
を
一
と
す)

. 

工

業

原

料

品
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H

業
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成
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(

前
月
と
の
百
分
比
に
於
け
る
價
格
變
動
、
紙
幣
馬
克
.に
ょ
る
計
箅)

イ
.
y 

7
v
v
i
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九
二
三
年
四
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六
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八
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一
五
•六
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二
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五
九
:;

一
〇
八
五 

五
三
三
五

o
o
o
o

:

景
氣
上
昇
期
め
質
格
運
動
と
反
對
に
、
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
‘
ン
期
に
於
け
る
全
債
格
運
動
に
と
つ
て
特
徵
的
な
點
は
價
梢
_
造
が
益
々
'
 

こ
と
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
諧
價
格
系
列
が
最
早
鋏
狀
に
.變
動
せ
ず
，
寧
ろ
凡
て
平
行
的
.に
騰
貴
す
る
こ
と
で
ぁ
る
o
.そ
'
 

れ
故
蜀
逸
の
卸
寶
物
價
の
變
動
.は
直
ち
.に
，馬
克
の
對
外
價
値
O'
變

齊

55
來
利
加
合
衆
國
の
'卸
寶
物
慣
で
測
定
さ
れ
.た)

に
順
應
す
る
o
 

蜀
逸
'の
國
民
經
濟
內
fo
於
て
も
農
業
鼠
料
品
と
エ
業
原
料
品
及
び
If
入
品
と
國
產
品
の
價
務
相
互
の
#
動
の
差
異
，は
消
滅
し
た
o
.然
し
.
 

又
最
初
或
る
間
f

置
い
て
S

し
た
醬
物
f

小
I

價
I

時
に
震
し
た
。
こ

©
こ
と
は
小
賣
物
S

內
の
塞
價

I

列 

に
^
い
て
も
認
め
得
る
の
で
ぁ
づ
て
、
M
へ
ば
食
料
品
價
格
と
被
服
の
.價
格
%'
每
月
同
.一
程
度
に
變
動
し
た
o
斯
く
價
格
諸
系
列
の
相 

互
關
係
が
益
々
凝
結
す
る
こ
と
は
左
の
統
計
か
ら
明
か
で
.ぁ
る
。
ソ
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v 
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ィ
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期
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於
け
る
償
格
運
動
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(

七
.一
八)

次
い
で
フ
ァ
イ
レ
ン
は
ヮ
ー
ゲ
マ
ン
と
共
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ®

ン
期
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
ゐ
る
。

.

一
、
價
楮
の
8§
*
を
#
は
ず
し
て
ま
貨
數
*
の
增
加
す
る
段
階
：
.

ニ
、
通
貨
數
量
の
增
加
と
價
格
の
騰
貴
と
が
平
行
し
て
行
は
れ
る
段
階
：

'

三
，
通
貨
數
量
の
.增
加
ょ
り
も
價
格
騰
貴
が
著
し
く
現
は
れ
る
段
階
：

,
こ
れ
等
三
.つ
の
段
階
は

 
一
^
一
 
四
华
か
ら
ー
一
三
年
に
^
る
期
間
に
獨
逸
に
於
て
も
亦
認
め
ら
れ
る
の

で

あ

つ

て
 

第
一
の
段 

1 階
は
約
一
九
ー
九
年
に
至
る
迄
の
間
で
あ
つ
て
、
事
實
通
貨
數
量
が
物
质
指
數
ょ
り
も
著
し
く
高
ま
つ
て
ゐ
る
。

第11

の
段
階
は
約
'

1.

九I

九
年
末
か
ら
ー
一一

年
末
に
及
ん
で
居
'
 
慎
格
從
つ
て
馬
克
の
對
內
價
値
は
通
貨
數
量
.と
密
接
な
關
聯
に 

於
て
變
動
し
て
ゐ
る
。 

V
.

.;

第
三
の
段
階
に
於
て
は
價
格
運
動
は
通
貨
數
量
と
は
獨
立
し
て
^

り
、
m

一
に
馬
^
の
對
外
價
値
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
對 

內
價
値
は
徐
々
に
對
外
衢
値
に
順
應
し
た
。

斯
く
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
翻
を
三
段
階
.に
.區
分
す
る
こ
と
は
佛
蘭
西
_の
.イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
V
に
も
大
體
妥
當
す
る
。
左
に
揭
げ
る
統 

It
は
右
の
事
實
を
示
し
て
ゐ
る
。

.

イ
ゾ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
期
に
於
け
る
獨
逸
及
び
佛
蘭
西
の
卸
賣
物
價
と
通
貨
數
量
.

(
一

九
'ニ
ーI

年
を
一
〇
〇
と
す)

獨
逸
ィ
ン
フ
レ
I
シ
ヨ
ン
期
の
經
驗
が
示
す
如
く
、
景
氣
上
昇 

期
に
於
け
る
價
格
騰
貴
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ

ン
期
に
於
け
る
そ
れ 

と
は
現
象
形
態
：を
異
に
す
る
。
景
氣
上
昇
期
に
は
諸
價
楮
系
列
特 

に
生
產
財
價
格
と
消
費
財
價
格
と
は
相
互
：に
一
定
の
.鋏
狀
偏
差
を
.
 

な
し
て

騰
貴
す
る
：が
、
イ
シ
フ
レ

ー

シ
.-
*
»
ン

期

に

は

凡

ゆ

る

價

栳 

系
列
が
凝
結
し
、
相
互
に
平
行
的
に
騰
貴
す
る
。

.

斯
く
ィ
ン
フ
レ
.
1
シ
ヨ
ン
の
現
象
形
態
の
特
質
を
な
す
も
‘や
は 

凡
ゆ
る
價
椅
系
列
の
：平
行
钠
騰
貴
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
に
斯
か
る 

現
象
を
惹
起
さ
せ
る
根
據
即
ち
本
質
杜
何
で
あ
る
か
r
問
題
と
な

• H

 

.

.
, ノ 

イ
ン
：フ
レ
ー
シ
0
ン
は
現
實
に
は
價
格
の
騰
貴
*
通
貨
の
對
外 

.

價
値(

爲
替
相
場)

の
低
落
、
そ

の

他
各
種
の
經
濟
過
程
の
攪
亂
現 

象
と
し
て
.現
は
れ
る
。
こ
れ
等
多
様
な
規
觉
の
結
び
付
い
た
具
體 

的
な
イ
ン
！

V

レ
ー
シ

,3
ン
：の
現
象
固
か
ら
そ
の
最
も
特
質
的
な

.丸

C

七1

九)
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七
ニ
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『
凡
ゆ
る
慣
格
系
列
の
平
行
的
騰
貴』

な
る
一
面
の
み
を
抽
象
し
來
つ
.て
、
.そ
れ
を
•そ
れ
_
ら
存
ず
る
も
の(

同
.一
性)

と
假
定
し
’

そ
れ 

を
思
惟
す
る
こ
i
か
ら
始
め
る
。
即
ち
最
初
は
柚
象
的
同1

性
の
立
場
に
立
つ
。

ン

.

,

•.

蔻
丨『

凡
ゆ
る
價
格
系
列
の
平
行
的
騰
貴』

は
何
故
起
る
か
。

先
*つ
：そ
れ
は.凡
ゆ
る
財
貨
に
對
し
そ
の
_
貿
カ
と
し
て
現
.は
れ
る
全
通
貨
數
量
が
不
均
衡
に
膨
脹
す
る
こ
と
に
ょ
つ
セ
起
.る
。
_
そ
し 

て
多
く
の
學
蓉
も
こ
の
點
に
ィ
ン
フ
レ
1
シ*

ン
の
根
據
を
求
め
て
ゐ
る
0.
例
へ
ば
デ
イ
ー
ル

C

独1
〕

は『

支
拂
手
段
の
膨
脹
に
ょ
つ
て 

惹
起
さ
れ
た
惯
格
騰
貴
に
外
な
ら
'ぬ』

と
し
て
居
る
。
ロ
ッ
ツ(

註
5
^『

通
貨
政
策
に
ょ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
人
爲
的
價
格
騰
貴』

乃
至
は 

『

支
拂
手
段
'に
對
す
る
芷
常
な
需
要
以
上
.の
通
貨
膨
脹』

と
見
て
居
る
。
リ
ー
フ
マ
V

S
三)

は『

交
換
に
於
て
實
現
さ
れ
た
收
益
と
無
關 

係
に
貨
幣
が
膨
脹
す
る
場
合
、
換
言
す
れ
ば 

> 斯
く
て
附
加
的
な
、
7E
常
な
る
交
換
及
び
そ
の
收
益
に
蕋
づ
か
ざ
る
：購
買
.力
.が
創
造
さ 

れ
る
場
合』

に
ィ
ン
フ
レ
ー
シ*

ン：は
起
る
と
な
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
諸
學
者
の
說
を
包
括
的
：に
批
判
せ
る
ノ
^
マ
ル
：>(

註
四〕

も
結
局 

に
於
て
次
の
如
き
結
論
に
達
し
て
ゐ
る
。『

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
貨
幣
創
造(

從

：つ
て
貨
幣
膨
脹

)

で
あ
る
。
然
し
凡
ゆ
る
貨
幣
創
造
が 

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

.ン
な
の
で
は
な
い
。
貨
幣
創
造
が
財
貨
,0
生
產
と
密
接
な
關
聯
に
於
て
行
は
る
.、
限
り
、
そ
れ
は

——

國
民
經
濟
的 

見

地

ょ

り

見

て

-
—

正
當
な
も

.の
と
呼
ぶ
可

き

で
あ
る
。
然
る
に
斯
.か
る
關
聯
が
破
壤
さ
れ
、
支
拂
手
段
が
膨
脹
す
る
に
拘
ら
ず
、
そ 

れ
に
應
じ
て
同
時
に
そ
の
支
拂
手
段
が
分
配
に
興
る
可
き
社
會
坐
產
物
の
增
加
が
起
ら
な
け
れ
ば
、
ィ
ジ
'フ
レ
ー

シ

ョ

ン
が
實
現
さ
れ 

るJ

と
。 
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'
.斯
く
て
多
く
の
學
者
はf

凡
ゆ
る
價
格
系
列
の
平
行
的
騰
貴』

を『

通
貨
.の
膨
脹
と
財
貨
生
産
と
の
分
離
*
對
立』

に
求
め
て
ゐ
る
.0
然

.
 

し
バ
、リ
イ
S)

の
指
紙
す
る
如
く
、
こ
れ
等
の
諸
說
ば『

財
貨
坐
產
か
ら
生
ず
.る
貨
幣
に
對
す
る
需
要(

ょ
り
茁
確
に
は
信
用
に
對
す
る 

需
要)

が
各
く
弾
力
性
に
富
ん
だ
大
さ
で
あ
り
、常
にC

特
に
有
利
に
.販
賣
し
得
る
場
合
に
は
'

)

そ
れ
.に
相
酿
し
て
信
用
調
達
の
可
能
性
を
.
 

擴
.張
す
る
ょ
ぅ
に
準
備
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
容
易
に
看
過
さ
れ
て
ゐ
る
。』

即
ち
資
本
主
義
經
濟
組
織
が
信
用
經
濟
組
織
で
あ
る
.以
上
.、
 

常
一
に『

通
貨
の
膨
脹
と
財
货
坐
產
と
の
分
離
、
對
立』

は
起
り
得
る
の
で
あ
り
、
' こ
の
分
離
は
或
る
場
合
に
は
イ
ン
フ
レ
ー.

シ
«
ン
的
慣 

格
騰
資
を
惹
起
し
得
る
し
、
他
の
場
合
に
は
單
に
景
氣
上
晃
的
な
慎
格
騰
貴
を
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
：
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そ
れ
故
財
貨
生
産
と
分
離
し
•た
過
度
の
通
貨
膨
脹
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
得
る
こ
と
を
示
す
に
と
^
ま
り
、
へ
ー
ゲ
ル
の
用 

語
法
に
倣
っ
て1

K

へ
ば
、『

イ
ン
'フ
レ
ー
シ
日
ン
.の
抽
象
的
可
能
性』

乃
革『

形
式
的
可
敗
性』

を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

へ
1
ゲ
ル
は
2

ン
チ
ク
”
ぺ
デ
ィ
丄
の
論
理
學
一
四
三
節
に
於
て
、
欠
の
ょ
ぅ
に
述
べ
て
ゐ
る
。『

こ
の
具
體
的
な
も
の
と
し
て
の 

现
實
性
は
上
の
諸
規
定
及
び
そ
れ
ら
の
區
別
を
含
み
*
從
っ
て
.ま
た
そ
れ
ら
の
發
展
で
あ
る
*
た
め
に
、
上
の
諸
規
定
は
現
實
性
に
即 

す
ン
ス
レ
-
2/
.
'ヨ
ン
對
,
 

ニ 

(

さ
ー
こ

4



:—

ン
ブ
レ
1
シ
9
ン
對
策 

-
^

3
て
同
時
に
假
象
、
.郎
ち
取
に
揹
定：

さ
れ
た
%

oと
じ
：て
规
定
さ
れ
.る
？
？)

現
實
性
は
最
初
同
.一.性一

般
と
し
て
.は
可
能
性
.で
あ
る 

即
ち
現
實
的
な
も
'の
乂
具
體
的
銃
，ー
 

<對
し
て
抽
象
的
な
且
つ
非
本
質
的
杈
本
質
牲
と
し
て
措
定
さ
れ
た
自
|
!
1
€
反
省
で
あ
る
。
、
可
能 

性
は
現
實
性
に
と
つ
.て
.の
、.然
も
そ
れ
が
同
時
に
單
に
可
能
'性
に
す
.ぎ
ぬ
ゃ
ぅ
，な
珑
實
性
に
と
つ
て
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
0』(

訪) 

'註
連
水
_

『
へ
1
ゲ
ル
嘗
體
證
第
.

r

部
論
理
學
一
產
四
頁

)

”

■.
.
.
:
:
-

 

• 

.

:

•

:

.

:

:

-

、
/
i

 

解
り
易
く
一
〒
へ
ば
、
或
る
こ
と
が
具
體
的
に

.現
實
に
ま
で
現
.は
れ
來
る
の
は
多
様
な
諸
規
定
が
銃一

さ
れ
、
fi
t
は
つ
て
居
れ
ば
こ
そ 

で
あ
る
。
從
つ
て
そ
れ
等
多
様
な
規
定
の
一
つ
を
.そ
.の
真
體
的
關
聯
か
ら
柚
象
し
：來
つ
て
、
そ
ル
を
そ
れ
自
ら
獨
立
に
存
す
る
も
の
と 

看
做
し
て
も(

同
一
'性
の
立
場)

、
そ
の
柚
象
的
同
一
性
か
ら
直
ち
^
現
實
の
も
の
が
生
ず
る
と
はM

.

へ
な
い
。，
勿
論
そ
の
規
定
は
現
實 

性
を
な
す
多
様
な
規
定
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
現
實
の
も
の
が
生
じ
得
る
.か
も
知
れ
ぬ
が(

可
能
性
^
然
し
又
そ
れ
と
相
對 

立
す
る
諸
規
定
が
事
實
結
び
つ
き
得
る
か
ら
實
現
が
不
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
從
つ
て
へ
ー
ゲ
ル
は
こ
れ
を『

抽
象
的
可
能
性J

と 

呼
ぶ
。
同
節
補
遺
忙
於
て
、
彼
は
次
の
如
き
說
明
を
加
へ
て
ゐ
る
。
'

r

可
能
性
に
、就
い
て
は
.一
般
に
そ
れ
が
思
惟
さ
れ
得
る
匕
と
を
特 

質
と
す
る
とik

ひ
慣
は
さ
机
て
ゐ
る
。
然
し
こ
i
で
思
惟
と
は
單
に
抽
象
的
同
一
性
の
形
式
に
於
て
内
容
を
把
握
す
る
こ
と〜

解
さ
れ 

て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
、
凡
て
の
內
容
ば
こ
の
形
式
の
ぅ
ち
に
齎
さ
れ
得
る
し
、
ま
た
そ
れ
が
た
め
に
は
た
C

S
容
が
そ
れ
の
成
立
す 

る
諸
關
係
か
ら
離
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
、
從
つ
て
最
も
背
理
な
も
の
や
最
も
反
意
味
の
も
の
さ
へ
も
可
能
的
と
考
へ 

ら
れ
得
る
。
：
；
土
•耳
古
皇
帝
も
羅
馬
法
主
と
な
り
得
る
、
何
故
な
ら
土
耳
古
皇
帝
も
人
間
で
あ
り
、人
間
と
し
て
は
蕋
督
敎
に
轉
じ
、
 

カ
ト
リ
ッ
ク
の
僧
と
な
り
•得
る
か
ら
、
と
12\
べ
る
。
可
能
性
に
關
す
る
こ
れ
ら
の
言
說
に
あ
つ
て
は
理
由
律(

註
、
根
據)

が
特
に
織
に

虚
べ
た
仕
方
で
取
扱
は
.れ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
之
に
從
つ
て
、
理
臾
；

S
、

根
歡
に
同
じ)

の
里
示
さ
れ
る
も
の
は
可
能
で
あ
る
と
云
は
れ 

る
。
.或
人
が
無
敎
養
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
即
ち
他
が
そ
.の
考
察
を
向
け
る
諸
對
象
の
一
定
關
係
を
知
る
こ
と
少
け
れ
ば
少
い
程
*
彼
は 

益
々
凡
•
る
空
虛
な
可
能
性
を
樂
し
む
傾
き
を
示
す
の
が
普
通
で
あ
る
：
：
。
，然
し
更
に
凡
て
の
も
の
を
可
能
的
と
考
察
す
る
と
同
じ

 ̂

0

0

oM
p
oB
K
^
n

^

s 0
o
r o
_
r o
^ o
?°
o
slo
r o
l
'、
1 0
i :
s0
s:
0
も
內
.に
含
む
の
で
ぁ
る
。』

s

一)

更
に
こ
の
柚
象
的
可
能
性
は
同
時 

2
i^o
_
«r
o

M
t:
'

o

g

v

.
とm

ふ
の
は
、
凡
て
現
實
的
な
も
の
は
、
そ
の
一
規
定
、
形
式
を
取
つ
て
現
は
れ
て
は
來
る
が
、
然
し 

そ
の
形
式
を
取
つ
て
必
然
的
に
現
實
的
な
も
の
が
現
は
れ
て
來
る
根
據(

理
由)

"
內
客
は
未
だ
與
へ
ら
れ
て
は
ゐ
なS

か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
故
へ
ー
ゲ
ル
は
次
の
'
如
く
述
べ
て

ゐ
るC『

こ
の
空
虛
な
形
式
の
ぅ
ち
に
彷
徨
す
る
の
が
ー
嵘
に
空
虚
龙
悟
性
で
あ
る
、
.そ
し
て
こ 

の
孩
式
と
の
關
係
に
於
け
る
哲
學
の
任
務
は
た
气
そ
れ
の
無
價
値
粒
に
無
內
容
を
指
摘
す
る
に
あ
る
。
こ
'の
%.
の
.が
可
能
で
お
る
か 

不
可
能
で
あ
■る
か
は
内
容
に
係
は
る
、
薇

言
す
れ
ば
、
.現
實
性
の
諸
契
機
の
'

總
體
に
係
は
る
、
’そ
し
て
現
實
性
ぱ
そ
れ
の
襄
開
に
於
て 

は
必
然
忧
と
し
て
鼢
示
さ
れ
る
O

J

S

5■/

へ
.註r

.

同
書
三
五
六
I
七
頁 
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.

.

'
‘
■
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:
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‘

丨
蓋
.じ
現
*
の
ィ
ン
，フ
レ
1
シ
ョ
ン
は
多
様
な
規
定
が
結
び
0
い
て
，初
め
て
'現
實
.に
迄
現
は
れ
來
る
も
の
で
あ
る
。
.從
つ
て
'第
一
に
、 

こ
：の
多
櫞
な
諸
規
定
の
關
聯
か
ら
唯
，I

つ
の
：規
定
た
.る
.財
貨
生
產
と
通
貨
膨
張
の
.分
離
を
柚
象
し
た
た
け
で
は
，、

'時
に
そ
-の
規
定
と
反

ィ
シ
フ
丫
シ
'甲
ン
對
策
，
 

. 

ー
3

(

5

5



イ
シ
フ
レ
？
シ
's
r

ン
對
策 

一

四

C

七
ニ
四)

對
す
る
規
定
の
爲
に
、
假
令
へ1

時
通
貨
數
量
が
財
貨
生
産
と
は
獨
立
に
膨
脹
し
.て
：も
、
漸
て
は
こ
■れ
に
ょ
る
價
格
騰
貴(

就
中
坐
產 

財
價
格Q

騰
貴)

に
刺
戟
さ
れ
て 
一
,般
に
生
產
擴
.張
.が
行
は
れ
、
通
常
.の
，景
氣
上
昇
過
程
を
迎
り
、
オ
ン
フ
レ
ー
シ
*

ン
が
現
は
1
ぬ 

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
故『

姉
貨
膨
脹
と
財
貨
生
產
の
分
離』

は
第一

に
イ
ン
フ

X
I
シ

:9
ン
の
可
能
性
を
示
す
に
と
^
ま
る
。
第
二
に
、
 

通
貨
膨
脹
と
財
貨
坐
產
の
分
離
は
單
に
一
艘
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
現
は
れ
る
際
に
常
に
と
る
形
態
、
砂
办
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
り
、 

こ
の
形
式
を
必
然
的
it
：-現
は
し
め
る
极
據
、
內
容
は
朱
だ
與
；へ
ら
れ
て
は
ゐ
な
v>
o

 

■

更
に
通
貨
膨
脹
と
財
貨
坐
產
の
分
離
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
シ
の
'形
式
的
：可
能
性
&
K

す
に
と
ぐ
ま
り
、
斯
か
る
形
式
を
發
現
さ
れ
る 

根
據
內
容
を
缺
い
て
ゐ
る
が
故
に
、
又
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
%
tt
Q
も
說
明
き
れ
承

:

ぞ
れ
の
ff
i
o伽
!i

を
承
す
に
と
^

ま
る
o 

藍
し
へ
ー
ゲ
ル
の
說
く
如
く
、『

偶
然
な
る
も
の
は一

般
に
そ
れ
の
存
往
0 0
邮
^°
_

^
§
¥ 0

&
1
|
5
1

歡

5

^

^

^

%

"
« 0
^ 0

(0
0 

う
ち
に
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
•
, •.從
つ
で
吾
々
は
偶
然
的
な
る
も
の
を
、
有
り
.或
ひ
は
^
き
も
の
と
し
て
、
.斯
く
有
o
或
；

5

は
f

た 

他
で
あ
り
得
る
も
の
と
し
て
考
察
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
の
有
と
非
有
と
は
自
ら
の
恶
礎
を
自
ら
の
う
ち
に
有
せ
ず
、
他
者
の
う

ち
に
育 

す
る
。

』(

餌一
)

即
ち
あ
る
も
の
が
何
時
如
何
な
る
場
合
に
外
部
'か
ら
作
用
を
受
け
、
變
化
を
起
す
か
は
、
そ
の
も
の
自
身
に
と
つ
て
は 

偶
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
或
る
も
の
が
そ
れ
自
身
の
內
部
的
か
屬
性
、
根
#
か
ら
變
化
を
起
ず
場
合
•
そ
れ
は
そ
の
も
の
に
と
つ 

て
必
然
的
で
あ
る
。
' そ
れ
故
'へ
ー
ゲ
ル
は
必
然
性
の
諸
契
機
の一

つ
と
し
て
次
の
點
を
擧
げ
て
ゐ
る
。『

吾
々
は
必
然
的
な
る
も
の
に
就 

い
て
、
そ
れ
が
自
己
自
身
に
ょ
つ
て
有
る
と
こ
み
の
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
媒
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
同
，時
に
媒
介
を
止
揚 

さ
れ
た
も
の
と
し
て
內
に
含
む
こ
と
を
求
め
る
。
こ
れ
ょ
，り
し
て
吾
々
は
必
然
的
な
も
の
に
就
ぃ
て
そ
れ
が
有
る
と
去
ふ
。
吾
々
は
か

く
て
そ
机
を
單
純
な
自
己
關
係
と
看
做
し
、
他
者
に
よ
つ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
必
然
的
な
も
の
か
ら
除
去
る
o』
s
 
ニ)

斯
く
偶
然
性 

と
必
然
性
は
外
生
的
原
因
と
內
生
的
原
因
に
そ
の
差
別
を
求
む
可
き
で
あ
る
。
然
る
に
通
貨
膨
脹
と
財
貨
生
產
の
分
離
は
イ
シ
フ
レ
ー 

シ#
r

ン
の
現
は
れ
る
形
式
を
說
明
す
る
に
と
V

ま
り
、
未
だ
形
式
自
體
の
內
部
か
ら
そ
の
形
式
を
現
は
し
め
る
内
容
-
根
據
が
與
へ
ら 

れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
單
に
通
貨
膨
脹
と
財
貨
生
産
の
分
離
そ
の
も
の
だ
.け
で
は
、
外
部
か
ら
の
偶
然
的
原
因
に
よ
つ
•て
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
起
る
-4
-ム
ふ
だ
け
で
、
決
し
て
そ
れ
の
必
然
性
は
說
明
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

'
註
一
、
同
書
三.五
九
頁
. 

.

.

註
二
"
同
書
1
1
1
六
芄
頁 

.

,

'

,

そ
れ
故
通
貨
膨
輝
と
財
貨
生
產
の
分
離
か
ら
生
ず
る
ィ
ン
.フ
シ
ー
シ
ー
ン
は
資
本
主
義
經
濟
組
織
が
貨
幣
經
濟
で
あ
り
"
而
も
信
用 

經
濟
な
る
限
り
常
に
起
り
得
る
の
-で
あ
り
、
別
に
經
濟
組
：織
の
蓮
本
糨
造
が
統
制
的
，段
階
；

に
移
行
し
て
ゐ
.る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
。 

然
し
銃
制
經
濟
段
階
に
達
す
る
以
前
の
資
本
主
義
經
濟
組
織
に
於
て
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
、K
«
シ
は
經
濟
組
織
の
基
本
鞲
造
か
ら
內
生
的 

に
、
必
然
的
に
現
は
れ
來
つ
た
も
の
で
は
な
べ
、
寧
ろ
そ
の
基
本
®
造
に
と
つ
て
は
外
也
的
な
、
偶
然
的
な
諸
原
因
に
由
來
し
た
の
で
.
 

あ
る
;0
例
へ
ば
.佛
蘭
西
.革
命
當
時
の
不
換
紙
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
.ョ
ン
、
.合
衆
國
の
南
北
戰
爭
當
時
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ル
ホ
ル 

U

ヤ
に
於
け
る
金
鑛
發
見
に
よ
る
金
屬
貨
幣
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
更
に
货
界
大
_
後
の
獨
逸
*
篇
西
等
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に 

於
て
見
る
如
く
、
通
貨
膨
脹
と
財
貨
：生
產

•の
分
離
は
革
命
、
：戰
爭
、
金
鑛
發
見
等
の
，經
濟
組
織
の
基
本
鞲
造
に
と
つ
て
は
寧
ろ
外
坐
的 

な
■偶
然
的
諸
原
因
に
迤
い
て
.現
は
.れ
た
の
で
あ
る
。
：

:
、
バ
ド
，
：

，
'

斯
く
統
制
經
濟
段
階
以
.前
に
於
て
.は
"
イ
ン
フ
レ
！
シ
!3
ン
•は
內
的
根
艤
を
缺
く
散
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
^
然
性
一
般
を
.理
論

イ
シ
フ
レ
！
シ
9
ン
對
策
. 

£
 

(

七
ニ
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イ
シ
>

レ
|
^
ヨ
シ
對
策 

1

六

.ハ
七
'^
,山0

^ o
rp
l
oM O
'i
し
て
提
起
し
得
る
も
：の
で
は
な
く 

>
歷
史
上
に
現
は
れ
た
_
.
々
'0
イ
ン
'フ
レ
ー
シ
ョ
シ
め
事
實
.に
就
き
.記
述
的
硏
究
の
み
が 

な
し
得
た
の
で
あ
る
0
そ
れ
故
他
の
多
ぐ
の
經
濟
學
者
と
反
對
に
、
.ビ
グ
1
は
イ
シ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
一
般
の
理
論
的
研
究
を
否
定
し
て 

•ゐ
る
.:
°
即
ち
彼
は『

厚
生
經
濟
學J

在
る
理
論
的
大
著
に
於
'て
.、
大
戰
中
0
英
國
の
_イ
ン
'
:フ'レ
1
シ：®

ン
な
る
.個
別
的
事
實
を
叙
述
し
、：
 

批
判
す
る
に
と
^
ま
り
、
イ
ン
フ
レ
1
シ
，®
ン一

般
の
概
念
を
用
ひ
る
：と
と
を
拒
否
し
て
ゐ
る
。(

話)

'

、

.註

.

.
0
 ̂

>
• 

o
. 

W
O
O
B
S
^
O
W 

0
 ̂

,

扨
，て
•イ
ン
フ
レ
ー
シ
ノ
ン
.の
柚
象
的
可
能
性
は
資
本
主
義
經
濟
組
織
の
各
發
展
浪
階
|

自
_
資
本
主
義
、
獨
占
資
本
主
義
、-銃
制 

經
濟——

の
基
本
構
造
の
如
何
を
問
は
ず
、
，各
段
階
の
.特
殊
的
規
定
を
抽
象
し

去
り
、
單
に
貨
幣
、
信
用
經
濟
が
行
は
れ
、
且
つ
銀
行 

乃
至
國
家
の
貨
幣
創
造
機
能
が
存
す
る
と
一K

ふ
形
式
的
同1

性
が
存
す
る
眼
り
、
常
に
存
し
得
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
®
y
の
可
能
性
た
る 

に
過
ぎ
ぬ
。
然
る
に
銃
制
經
濟
段
階
に
於
て
こ
の
抽
象
的
可
能
性
は
實
在
的
可
能
性
に
轉
化
す
る
の
で
あ
る
。

藍
し
ベ
ー
ゲ
ル
は
實
往
的
可
能
性
に
就
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。『

實
在
的
現
實
性(

例
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
a
ン
は
銃
制
經
濟
段 

階
の
流
通
過
程
に
於
て
初
め
て
實
往
的
現
實
性
を
獲
得
し
た〕

の
即
自
有(

註
、
直
接
の
坐
產
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
た
る
苒
生
產 

過
程
か
ら
抽
象
さ
れ
、
獨
立
に
そ
れ
自
ら
に
即
し
て
存
す
る
と
看
做
さ
れ
た
銃
制
經
濟
の
流
通
過
程
に
現
は
れ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン) 

と
し
て
の
こ
の
可
能
性
は
、
、實
在
的
可
能
性
そ
の
も
の
で
あ
り
、
第
一
に
內
容
に
充
ち
た
即
自
有
で
あ
る
。——

形
式
的
可
能
性
は
單 

に
拍
象
的
同
一
性(

例
、
資
本
主
義
の
凡
ゆ
る
發
M
段
階
.の
特
殊
規
定
を
抽
象
し
、
.單
に
通
貨
膨
脹
と
財
貨
坐
產
の
分
離
な
る
形
式
的 

同一

性)

と
し
て
の
自
己
へ
の
反
省
で
あ
り
、
即
ち
或
る
も
の
が
そ
れ
自
ら
に
於
て
矛
盾
し
な
い
と
ー
衣
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
し
吾
人
が

或
る
事
象(

例
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ*

ン)

の
諸
規
定
、
諸
事
情
諸
條
件
を
問
題
に
し
、
以
つ
て
そ
の
可
能
性
を
認
識
せ
ん
と
す
る
限
り
、
.
 

吾
人
は
最
早
そ
の
形
式
的
可
能
性
に
と
だ
ま
ら
ず
、
更
に
そ
の
實
在
的
可
能
性
を
觀
察
す
.る
。
：
：
或
.る
事
象
の
實
在
的
可
能
性
は
從 

つ
て
そ
の
事
象
に
關
聯
し
た
諸
事
情
の
定
有
的
多
樣
性(

註
、
統
制
經
濟
段
階
の
質
的
特
殊
性
を
抽
象
し
去
つ
た
純
粹
有
で
は
な
く
、
そ 

れ
に
特
有
0
質
に
ょ
つ
.て
，規
定
さ
、れ
た
定
有
ぬ
多
樣
な
る
規
定
性

)

で
ぁ
る
0』 

:
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然
ら
ば
統
制
經
濟
段
階
に
於
て
は
何
故
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
抽
象
的
可
能
性
か
ら
實
在
的
可
能
性
に
移
行
す
る
.か
。
藉
し
イ
ン
フ 

レ
ー
シ
ヨ
ン
は
統
制
經
濟
段
階
が
成
立
し
、
資
本
の
洱
生
產
過
程
の
基
本
_
造
が
ニ
部
門
分
割
か
ら
三
部
門
分
割
に
移
行
し
た
後
、
竦 

に
世
界
恐
慌
以
後
そ
の
流
通
過
程
に
現
實
に
*
在
.し
.た
か
ら
で
ぁ
る
。
例
へ
ば
坐
サ
罾
の
騰
落
と
い
ふ
も
の
は
普
通
の
景
氣
變
動
過
程 

に
於
て
は
卸
寶
物
價
に
較
ベ
て
そQ.

騰
落
が
遲
れ
、
ま
た
騰
落
の
幅
も
小
さ
い
も
の
で
、
即
ち
兩
價
格
系
列
は
^
狀
偏
差
を
示
す
を
常 

と
す
る
。
こ
れ
に
反
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
的
價
格
騰
貴
は
"
旣
に
フ
ア
イ
レ
ン
の
指
摘
す
る
如
く
、
雨
價
格
系
列
は
凝
結
し
、
平
行 

的
騰
勢
を
示
す
の
で
ぁ
る
。
斯
か
る
價
格
現
象
は
匪
泶
刺
加
合
衆
國
、
獨
逸
、
日
本
等
の
高
度
の
統
制
經
濟
段
階
に
達
し
，た
資
本
主
義
.
 

國
に
實
在
す
.る
。
こ
れ
等
の
諸
國
と
從
來
金
ブ
.ロ
ッ
ク
國
と
し
て
未
だ
高
度
の
統
制
經
濟
段
階
へ
移
行
せ
ざ
る
怫
蘭
_
、
自
萍
義
、
瑞 

西
と
に
於
け
る
生
ft
*
費
と
卸
賣
物
價
の
最
近
の
變
動
を
對
比
す
る
と
き
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
、v
ヨ
ン
的
價
格
騰
貴
が
前
者
の
：諸
國
に
實
在 

す
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
O 
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イ
ン
フ
レ
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.シ
ヨ
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七
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斯
く
合
衆
國
、
獨
逸
、
日
本
等
の
高
度
統
制 

資
本
主
義
國
に
於
て
は
、
佛
蘭
西
、
白
坪
義
、

-
.
瑞
西
等
と
異
义

ー

九

三

ニ̂

三
年
以
來
ィ
ン 

■'
.
フ
レ
ー
シ
W
ン
的
價
楮
騰
貴
が
實
往
す
る
。
而 

も
從
來
の
一
'時
的
な
、
且
つ
偶
然
的
な
ィ
ン
-フ 

…

‘！
レ，丨
シ
日
ン
と
そ
の
質
を
異
に
す
る
。
第
一
に 

,
單
に
.一
，
定

國

にー
時
的
に
現
は
れ
來
つ
た
も
め 

で
は
散
く
、
凡
ゆ
る
高
度
統
制
資
本
主
義
國
に 

:|1

常
的
に
存
す
：る
。
第
二
に
銃
制
段
階
に
於
て 

初
め
て
通
货
膨
脹
と
財
貨
生
產
の
分
離
な
る
形 

.
式
は
-
つ
の
的
容
を
得
る
'の
.で
あ
り
、
再
生
產 

過
程
の
甚
本
構
造
よ
り
す
る
內
生
的
原
因
、
即 

:
ち
®
據
に
よ
つ
て
自
ら
を
發
現
せ
し
め
る
よ
ぅ 

に
な
る。
:

'然
ら
ば
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
の
杣
象
的
可
能

§
90
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o
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l!
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0
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0
9o
8o
rJ
O
60
10
0

O
o
o

性
を
實
在
的
可
能
性
に
轉
化
せ
し
め
る
所
の『

統
制
經
濟
段
階
に
特
宿
な
碁
本
權
造』

.と
は
何
か
。
こ
の
點
.に
關
し
て
は
旣
に『

銃
制
經

濟
と
！$
生
.產
過
程』

な
る
論
文
に
於
て
詳
述
せ
:̂
>故
ぃ
兹
に
於
て
は
單
に
要
點
を
指
摘
す
る
に
と
と
め
る
。

：
'

, 

.

.

. 

.

. 

-
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- 

• 

• 

• 

• 

• 
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/ 

. 

.

.

第
、

一

に
獨
占
資
本
主
鶉
段
階
に
於
て
市
場
經
濟
の
全
洱
生
產
過
程
の
自
動
的
調
節
作
用
が
正
揚
さ
れ
、
そ
の
結
果
國
家
の
市
場
經
濟 

に
對
す
る
積
極
的
投
資
活
.動
を
通
じ
て
.の
み
全
社
會
的
W
生
產
過
程
が
營
ま
れ
得
る
段
階
、
即
ち
統
制
經
濟
段
階
へ
移
行
し
た
o
:換
言「

す
れ
ば 

ilo
l :
&

l
s o
l o
l
l o
0

I o
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i o
f :
E

fe
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.
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.

第
二
に
國
家
が
.積
.極
的
に
市
場
經
濟
に
投
資
す
る
場
合
、
そ
の
投
資
々
金
を
國
家
信
用
、
，即
ち
公
債
發
行
に
よ
つ
て
調
達
す
る
の
で 

ぁ
り
、
且
っ
そ
の
.國
家
信
用
は
旣
に
市
場
經
濟

.に
於
て
蓄
積
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
直
接
吸
收
す
る
の
で
は
な
く
、
發
券
銀
行
の
公
債
單 

獨
引
受
を
介
し
、
發
券
銀
行
を
し
て
貨
幣
創
造
を
行
は
し
め
る
。

.

.

.

. 

-
•

 

:

:

:

. 

- 

第
三
に
そ
の
創
造
貨
幣
は
國
家
に
よ
っ
て
所
謂
第
三
部
門(

軍
需
産
業
及
び
'公
共
土
木
事
業)

に
把
資
さ
る
。
然
る
に
第
三
部
門
の
W

V

.坐
產
過
程
に
.於
て
營
む
機
能
は
第
：

r

部
門(

坐
靡
財
產
業
部
門
.

〕

及
び
第
二
部
門(

消
費
財
產
業
部
n)

と
異
る
。
第
一
と
第
一
一
.部
門
と
の

- 

*

間
に
營
ま
れ
る
流
通
過
程
に
於
て
は
、
相
互
に
.

『

顧
値
と
素
材
の
塡
補』

.を
行
ふ
が
、
之
れ
に
.反
し
第
三
都
門
が
第
一
及
び
第
二
.部
門 

と
の
間
に
營
む
流
通
過
程
に
於
て
は
、
第
三
部
門
は
第
一
，、‘
第
一
ー
部
門
か
ら
價
：値
の
具
體
化
物
た
る
素
材(

牛
；產
財
、
消
費
財)

を
受
诹 

る
が
、
第
一
及
び
第
二
部
門
に
對
し『

單
に
創
造
貨
幣
の
形
態
で
價
値
を
填
補』

し
て
や
る
に
と
r
ま
り
、
決
し
て
：眞
の
價
値
の
具
體
化 

物
た
る
素
材
を
瑱
補
し
て
や
る
こ
.と
は
な
い
°
と
宕
ふ
の
.は
第
三
部
門
特
に
軍
需
產
業
-0
生
產
物
は
決
し
て
第
1
、，
第1J

部
門
の
弭
坐 

產
に
要
す
る
素
材
をg

補
す
可
き
も
の
.で
は
な
く
、
'専
ら
國
家
に
よ
つ
て
消
耗
さ
れ
、
W
生
產
過
程
か
ら
脫
落
す
名
か
ら
で
ぁ
る
。

ィ
ン
フ
レ

1
シ
a
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對
策 

一

九
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七I !

衣



ィ
ン
フ
ン
*
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ン
對
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ニ
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C

七
三
0)

.斯
か
る
統
制
經
濟
段
階
に
於
け
る
西
I

過
程
S

本
權
造
の
特
®
性
な
る
根
據
、
S

か
ら
し
て
貨
幣
資
本
1

物
財
資
本
の
蓄
積 

の
不
均
衡
、
；通
貨
膨
脹
と
脱
貨
生
產
の
分
離
取
る
形
式
が
現
は
れ
姆
る
の
で
あ
る
0

沮
0

こ
の
場
合
に
於
け
る
ィ
ン

フ
レ
ー
シ
日
ン
は 

基
本
靈
の
特
殊
性
な
る
咖
如
的
原
因
ょ
り
現
は
れ
來
る
も
の
で
あ
.る
か
ら
し
て
、
そ
れ
の
實
在
炉
可
能
性
は
同
時
に
必
然
性
.で
あ
る 

ベ
丨
ゲ
ル
の
.言
を
借
り
てM

.

へ
ばr

形
式
的
可
能
性
は
斯
か
る
直
接
他
者
へ
S

行
と
し
.て
の
同
一
'性(

誅
、
或
る
も
の
が
生
'ず
る
し
、
 

同
時
に
他
の
も
t

坐
じ
得
る)

で
I

が
、
實
法
的
可
能
性
は
"
そ
れ
が
他
の
乇
メ
ン
ト
、即
ち

現
實
性
を
即
自
的
に
有
す
る
.が
故
に
、
 

歡

s

s°
s

6

$

^o
°

從
？

實
在
的
に
可
能
I

I

は
、
最
早
他
f

諸
條
件a

に
諸
事
情
の
下
に
あ
っ
て
は
或
る
他
の
も
の
は
生
じ
得
な
い
。
.從
っ
て
贺
在
的
可
能
性
と
必
然
性
と
は
單
S

丽
上
相
違
し 

て
ゐ
る
の
で
あ
り
*
即
ち
必
然
性
は
同
一
性
で
あ
り
、
こ
の
必
然
性
は
机
め
て
襲
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
旣
に
前
提
さ
れ
て
居
り
、
 

且
っ
£

^

£
?°
o
l :
o
從
っ
て
實
在
的
必
然
性
は
K

l:
* o
fe
o
關
係
で
あ
る
。1
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s, 

p
 

然
し
犟
に
統
制
經
濟
段
階9

基
本
構
造
の
特
殊
性
の
み
ょ
-®導
か
れ
た
ィ
ン
フ
レ
！
ゾ*

ン
の
必
然
性
S

だ
そ
れ
の
絕
對
的
必 

伽
和
即
ち
現
實
性
そ
の
も
の
を
示
し
は
し
な
い
。

へ
1
ゲ
ル
も1

K
ふ
如
く
、『

斯
か
る
必
然
性
'

(

註
、實
在
的
可
能
性
と
し
て
の
必
然
性)

.
 

は
然
じ
同
時
にI

I
I

で
あ
る
。
：

—

即
ち
そ
の
必
然
性
は
一
つ
の
前
提
I

し
づ
そ
の
前
提
か
ら
必
然
性
は
生
ず
る
の
で
あ
り
、
必 

然
性
は
i

l

l

KCD
O
に
そ
の
出
發
點
を
持
っ
。
即
ち
霸
的
な
H

は
警
さ
れ
た(

誰
、
f

づ
け
ら
れ
た)

現
實
で
あ
り
、
 

f

最
初
に
そ
の
規
定
性(

註
、條
件)

を
直
接
的
な
有
と
し
て
實
存
す
る
事
情
の
多
様
性
な
も
の
、
内
に
有
す
る
。
S

一)『

或
る
事
象

の
-全
^t

：

が
完
全
に
備
は
つ
て
ゐ
る
場
合
に
そ
の
事
象
は
現
實
性
と
な
つ
て
現
は
れ
る』c

註
！D

の
で
あ
る
。

註 
一
 

E
b
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n
d
a
,

 

s
'
2
1
2

 

註
ニ
. Eb
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.

 

s
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換
言
す
れ
ば
、
統
制
經
濟
段
階
の
再
生
産
過
程
の
基
本
鞲
造
の
特
殊
性
か
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
は
必
然
的
で
は
あ
る
が
、
斯
か
る 

特
殊
な
基
本
鞲
造
を
生
ぜ
し
め
た
の
は
旣
述
の
如
く
*
獨
占
資
本
ま
_
に
於
け
.る
慢
性
的
過
剩
生
產
で
あ
り
、
從
つ
て
M
大
な
休
待
生 

產
カ
の
存
在
を
前
提
し
て
ゐ
る
デ
そ
れ
故
こ
の
前
提
條
併
に
制
約
さ
れ
て
、
國
家
の
貨
幣
創
造
に
よ
り
通
貨
が
膨
脹
し
て
も
、
直
ち
に 

そ
の
通
貨(

貨
幣
資
本)

は
生
產
擴
張
の
爲
に
物
財
資
本
の
購
入
に
當
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、銀
行
^
金
と
し
て
退
藏
せ
ら
る
X
故
、
 

貨
幣
資
本
と
物
財
資
小
の
不
均
衡
蓄
積
、
通
貨
膨
脹
と
財
貨
坐
產
の
分
離
は
.直
ち
に
現
實
と
な
つ
て
_
現
さ
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に 

休
待
生
產
カ
の
大
さ
は
同
じ
高
度
統
制
經
濟
段
階
に
立
0
資
本
主
義
諸
國
間
に
於
て
、夫
々
の
國
の
偶
然
的
な
㈱
#
に
よ
o'
て
畠
な
る
。 

又
貨
幣
資
本
と
物
財
資
本
の
不
均
衡
蓄
積
を
通
じ
て
、
，不
斷
に
物
財
資
本
が
稗
生
產
過
程
か
ら
脫
落
す
る
爲
に
、
漸
て
休
待
生
産
力
の 

祜
渴
を
來
し
、
生
産
力
擴
充
の
必
要
に
迫
ら
を
く
場
合
、
そ
の
國
が
豐
富
な
る
資
源
を
有
す
る
や
、
.'乃
至
は
原
料
輸
入
國
な
り
や
の
偶 

然
的
な
條
件
に
よ
つ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
の
發
現
は
異
つ
て
制
約
さ
れ
る
。

:

/

.

■

そ
れ
故
吾
々
は
以
下
に
於
て
、
イ
ン
フ
レ
：1
シ
f

x
は
如
何
な
る
條
件
が
具
備
せ
'ら
■る
'
>
場
合
相
對
的
必
然
性
か
ら
絕
對
的
必
然
性 

に
終
：行
す
る
か
竝
に
そQ

條
件
を
變
容
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ

*

ン
の
め
然
性
が
止
揚
さ
れ
、
變
容
さ
れ
る
か
を
研
究
す
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< 
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三
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イ.X
プ
レ

1

.
シ
，3
シ

■對
策

H 

,

”
菩
.々
は
先
づ
統
制
資
1

義
諸
國
を
ニ
.つ
の
麗

I

け
、
：
第
二
に
そ
の
_

民
經
濟
が
自

i
置

9

ウ
タ
ル
t

)

的
で
あ
1

合 

—

持
0
國
-

と̂
第
ニ
に
そ
.の
國
民
經
濟
が
外
國
よ
’各
原
料
資
源
の
輸
入
に
依
存
し
て
|

場
合
~

持̂
|

，
る

國

"

^
-?
:
前

提 

’<

そ
れ
等
の
財
是
0
下
比
於
て
ィ
シ
フ
レ
ー
シ
»
ン
.の
相
對
的
必
然
性
を
絕
對
的
必
然
性
に
移
行
さ
せ
る
條
件
及
び
そ
の
變
容
を
硏

究
ず
る 
o
.
.
. 

... 

.

.

•

.

•

.

.
 

’

、

, 

' 

第
.ー
の
場
合
.に
於
け
る
條
件
'は
一
國
生
產
カ
擴
充
の
可
能
性
で
あ
る
0
;
.
.
ー
國
-0
生
產
カ
が
國
家
信
用
を
介
し
：て
創
造
さ
れ
た
通
貨
膨 

腺
に
よ
る
雪
の
增
大
に
擎
應
じ
得
ざ
る
■場
合
に
相
對
的
な
、
潜
在
的
な
ィ
シ
フ
1レ
1
シ
，
ゾ
は
絕
對
的
な
、
•顯
窮
な
ィ
ン
フ
レ 

1
シ
日
ン
.に
-.轉
化
す
る
。
斯
か
る
坐
產
カ
の
粘
渴
に
よ
る
相
對
的
が
ら
絕
對
的
ィ
シ
フ
レ
ー
シ
日
ン
’へ
の
移
行
を
止
揚
す
る
が
爲
に
な

き
れ
得
る
對
策
は 

\
.— (

一)...

積
極
的
に
_

カ
の
櫥
充
に
よ
ろ
て
'.物
資
.の
供
給
を
增
大
す
る
.か
，

'
'
.一.

•

'(

ニ')

：

.消
極
的
に
消
費
の
.節
約
.に
よ
つ
て
物
_

(

三
'

)

.需
給
關
係
の
表
現
た
る
慣
格
罢
も
の
を
直
籠
制
す
る
か
、
.

;

.

.

」

の
孰
れ
か
.に
よ
る
も
.の
で
あ
る
。

：

蔻
し
ー
國
の
生
■

ル
不
變
的
な
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
可
變
的
な
も
の
で
あ
る
。
而
I

®
生
產
力
を
構
成
し
て
ゐ
る
諸
生
產
要 

素

は

種\ 
.
.
f
彈

カ
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。

第
■一
 

m勞働カその

*(

熟
練
勞
働)
を
短
期
間
內
に
變
化
せ
し
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

ら
ぅ
が
、
そ
の
量
は
或
る
程
度
增
大
し
得
る
の
で
あ
り
、
即
ち
出
來
高
賃
銀
制
に
よ
り
主
觀
的
に
、
乃
至
は
坐
產
設
備
の
合
理
化
に
よ

'
 

-
 

-
'

り
客
觀
的
に
勞
働
能
力
を
高
め
る
か
、
或
は
勞
働
時
間
の
延
長
.に
よ
っ
て
勞
働
量
を
增
大
し
得
る
。
第
一一

に
生
産
設
備
も
そ
れ
に
必
要 

.な
勞
働
ヵ
及
び
原
料
資
源——

持
っ
國
を
前
提
す——

が
存
す
る
限
り
、
そ
の
新
設
は
絕
對
に
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
れ
故
坐
産
ヵ
擴 

充
政
策
に
よ
'っ
て
ィ
ン
、フ
レ
ー
シ
日
ン
の
絕
對
的
必
然
性
を
否
定
し
得
る
。

.然
し
そ
の
否
定
は
絕
對
的
の
否
定
で
は
な
く
、
否
定
す
る
と
共
忙
肯
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ち
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
の
必
然
性
を 

止
揚
す
る
に
と
^
ま
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
坐
產
カ
擴
充
政
策
は
そ
れ
自
身
矛
盾
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

.
そ
の
内
_
矛
盾
の
一
.っ
は
生
產
力
を
擴
充
せ
ん
が
爲
に
坐
產
設
備
を
新
設
.せ
ん
と
し
て
起
る
生
產
財
、
勞
働
力
に
對
す
る
需
耍
の
增 

大
、
そ
の
結
果一

時
慣
格
の
騰
貴
、
從
っ
て
ィ
ン
フ
レ
！
ン
3
ン
の
顯
現
化
に
拍
車
す
る
こ
と
で
あ
る
。
斯
か
る
內
的
矛
盾
を
克
服
せ 

ん
ネ
し
て
、(

，二)

の
消
極
的
な
消
費
節
約
政
策
の 

一
•■
<
>た
る
坐
產
財
消
費
の
割
當
を
企
圖
す
る
配
給
統
制
か
、
乃
至
は(

三)

の
直
接
價 

格
騰
貴
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
價
格
减
制
へ
移
行
せ
ざ
ゐ
を
#
'な
い

:9
. 

,-!
. 

ン

•
•

,

.•坐
產
カ
獷
充
政
策
の

-他
の
内
的
矛
盾
は
公
偾
消
化
と
生
産
力
擴
充
資
金
調
達
と
の
矛
盾
で
あ
る
o
從
來
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
特
有 

稹
娓
大
な
る
休
待
生
產
カ
の
存
し
て
；居
っ
た
間
は
、
國
家
信
用
を
介
し
.て
市
場
經
濟
に
.撒
布
さ
れ
た
宜
.額
0
創
造
貨
幣
は
公
債
の
賣
ォ 

ベ
，
レ
；
！

シ
;?
ン
に
よ
っ
；
，苒
び
發
#
銀
«
に
囘
收
さ
れ
、「

ま

-%
に
^

_

«濟
の
；流
通
過
程
に
於
て
：財
貨
に
對
す
る
薪
購
買
力

*
し
て
..現.
 

は
れ
ず
^
#慣
騰
貴
が
抑
制
さ
れ
1)

ィ
：ン
'
:ブ
女
1
シ
:.
?

ン
.の
細
現
化
が
阻
止
さ
る
と
共
；に•
 

S

の
.；消
化
が
圓
滑
に
行
は
•れ

た

'0

然
じ 

休

待

谨

カ

が

柏

渴

し

、

.續
極
的
.に

盡
^
鑛
充
の.必
要
に
追
ら
る
汰
や
、
爾

變

よ

つ

：て
：撒
布
さ
れ
た
創
造
貨
幣
梂
ィ
；シ

^

^

?ク
«
 

ぜ
ツ
ク>
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-,
3
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業 
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ィ
ン
プ
レ
I

ヨ
ン
對
策 

s
 

I

.
四)

ノ
の
r i
J

匕
を
抑
制
し
得
る
所
の
公
債
消
化
に
當
て
•ら
れ
ず
、
.寧
ろ
生
產
設
備
の
.新
設
.に
要
す
る
生
產
財
及
び
勞
働
カ(

從
つ
，て
消
費 

財〕

に
對
す
る
附
加
的
需
要
‘と
し
て
現
，は
れ
、
そ
の
結
果
ィ
ン
フ
レ
！

ゾ

g
ン
の
必
然
性
に
拍
車
す
る
矛
盾
を
含
む
。
.，
斯
か
る
內
的
矛
盾 

を
克
服
せ
ん
と
し
て
、
.先
づ
不
急
不
要
事
業
に
對
す
る
投
資
を
抑
制
し
、
緊
急
な
る
事
業
へ
資
金
を
集
中
し
、
同
時
に
公
債
消
化
を
_ 

滑
な
ら
し
め
る
爲
に
資
金
調
盤
政
策
を
と
る
，に
至
る
o
.
資
金
調
靈
策
と
し
て
は
株
式
、
.批
債
の
發
行
抑
制
、
配

着

限

、
更
に
は
投 

資
禁
止
の
諸
方
策
が
#
す
る
。
然
し
投
資
の
抑
制
、
特
に
配
當
制
限
は
國
庫
收
人
の
自
猶
增
收
を
阻寄
す
石
も
の
な
る
が
故
に
、
國
家 

は
必
然
的
に
增
税
な
る
5

Q
强
制
的
消
費
節
約
な
る
手
段
に
評
へ
ざ
る
を
得
な
.ぐ

专

。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
更
に
緊
急
議
及
び 

公
貴
消
化
の
爲
の
資
金
供
給
を
潤
澤
な
ら
し
め
.る
上
か
ら
も
貯
蓄
獎
勵
"
パ
ム
債
の
强
制
保
有
な
る(

ニ)

.の

.消
費
節
約
政
策
へ
と
移
行
せ

ざ
る
を
得
な
い
0
.

(
1

一

)

の
消
費
節
約
政
策
は(

一)

の
盡
カ
擴
充
政
策
の
矛
盾
I

服
し
、
ィ
ン
フ
レ
！

ン
ョ
ン
の
顯
現
化
を
抑
制
し
得
る
と
は
云
へ
、 

こ
れ
を
絕
對
に
否
定
す
る
も
の
'で
は
な
く
、
否
定
す
る
と
共
に
5

す
る
の
で
あ
り
、
即
ち
止
揚
す
る
に
と
V
ま
る
。
と
一K

ふ
の
は
消 

極
的
な
消
費
節
約
政
策
に
も
亦
內
的
矛
盾
が
包
藏
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
消
費
節
約
政
策
中
直
接
財
貨
の
消
費
節
約
を
企
圖 

す
る
消
費
割
當
制
、
切
符
制
等
の
配
給
,^
制
、
M
に
は
物
資
の
强
制
節
約
令
、
代
用
品
强
仰
使
片
令
等
は
孰
れ
も
財
貨
の
供
給
不
足
に 

基
づ
く
質
措
騰
貴
を
惹
起
し
、特
に
賣
惜
し
み
、買
占
め
等
の
思
惑
的
要
素
が
附
加
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
價
聆
の
..急
騰
を
惹
起
す
る
矛
盾 

を
へ
a
ん
で
ゐ
る
。
又
貯
蓄
獎
勵
、
公
債
の
强
制
保
有
*
增
税
等
に
よ
0
て
間
接
に
財
貨
の
消
費
節
約
を
企
圖
す
る
政
策
に
も
矛
盾
が
存 

す
る
。
特
に
增
稅
に
よ
^
强
制
的
節
約
を
介
し
.て
物
價
騰
貴
抑
制
を
企
圖
す
る
こ
と
は
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
あ
つ
て
は
多
く
を
望
み

得
な
い
。
普
通
間
接
稅
、
特
に
消
費
税
は
坐
產
者
か
ら
一
般
消
費
者
大
衆
に
轉
嫁
さ
れ
易
く
、
こ
れ
把
反
し
て
直
接
稅
は
坐
產
者
の
負 

檐
と
な
つ
て
大
衆
に
は
轉
嫁
さ
れ
難
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
斯
か
る
こ
と
は
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
は
妥
當
し
な
い
。
各
重
要
産
業 

部
門
に
カ
ル
テ
ル
、
ト

ラ

ス

ト

等
の
强
固
な
企
業
獨
占
體
が
結
成
さ
れ
て
居
る
段
階
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
等
は
獨
占
的
勢
力
に
よ
h
消 

.費
税
の
如
き
間
接
稅
，は
勿
論
‘
更
に
價
栳
の
镇
極
的
吊
上
げ
を
介
し
て
直
接
税
す
ら
も
大
衆
に
轉
嫁
ず
る
に
.至
る
。
而
.も
直
接
の
財
貨 

消
費
節
約
政
策
に
よ
つ
て
商
品
©
供
給
量
が
制
限
さ
れ
、
品
不
足
..の
爲
に
一
般
に
生
産
者
が
消
費
者
：に
對
し
强
い
態
度
で
臨
み
得
る
場 

合
に
.は
、
尙
更
ら
租
税
轉
嫁
は
容
易
'に
行
は
れ
得
る
。
そ
れ
故
增
稅
に
よ
つ
て
强
制
的
節
約
を
介
し
價
格
騰
貴
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
こ 

と
は
、
同
時
に
租
税
1

を
通
じ
て
有
力
な
價
楮
騰
貴
へ
の
要
因
を
な
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て(

一.

)

の
積
極
的
な
坐
產
カ
擴
充
政
策
に
よ
る
財
貨
供
給
量
の
增
大
も
、(

ニ)

の
消
極
的
な
消
費
節
約
政
策
に
よ
必
財
馨
要 

量
の
削
減
も
共
に
價
格
.の
騰
貴
を
從
つ
て
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
”
ン
：の
顯
現
化
を
絕
對
に
否
定
し
得
る
も
の
で
な
く
、
單
に
止
揚
し
得
る
に 

と
^
ま
る
も
の
で
.あ
り
、
從
つ
.て
直
接
價
格
そ
の
も
の
を
銃
制
せ
ん
と
す
る(

三)

の
政
策
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

.
價
格
統
制
政
策
と
し
て
は
先
づr

暴
利
取
締
令j

が
あ
る
。
.然
し
不
斷
に
變
動
す
る
經
濟
界
.に
あ
つ
て
は
暴
利
な
る
事
實
に
對
す
る
認 

定
が
頗
.る
困
難
で
あ
る
.9
又
國
家
機
關
例
へ
ば
商H

省
の
.パ
ッ
.ク
の
T
に
カ
ル
テ
ル
、
組
合
等
の
自
治
的
親
制
機
關
に
-よ
つ
て
最
高
標 

準
價
格
又
は
最
髙
價
格
を
設
け
、
こ
れ
以
上
に
價
格
の
騰
貴
す
る
こ
と
を
抑
制
せ
ん
と
.す
る
所
の
所
謂『

最
高
價
说
制』

も
矛
盾
を
含
む 

も
の
で
あ
る
。
先
づ
價
格
屆
出
に
關
す
る
手
續
の
不
備
と
不
當
な
る
：價
格
吊
上
げ
を
認
定
す
■る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、：
且
づ
消
費
節
約
'
 

に
よ
る
品
不
足
0
時
代
に
あ
つ
て
は
、
.銃
制
團
體
加
盟
者
は
屢
々
密
か
に
最
高
價
格
以
上
の
債
格
で
賣
買
を
行
ふ
か
ら
で
あ
.る
。.茲
に

ィ
V
P
Nレ丨
シ
.
aン
辑
策 

ニ
.五
.
' 

C

七
.1
1
5

)



'
4:

フ「

レ
1
.シ,
.
a
ン
集 

ニ

六

(

七
ー
ー
ー
六

)

冷

.て
自
治
的
統
制
團
體
に
ょ
つ

て

決
，定
さ.れ
た
最
高
標
準
價
格
或
.ひ
は
.最
高
價
格
を
絕
對
に
遵
守
'さ
：せ
る
爲
に
こ
れ
等
に
法
律
的
强 

_
力
を
^
Jn
す
る
^
の
：

『

^
定
價
務
制』

が
採
用
;3
れ
る
.に
.至
る
。
即
ち
法
令
に
.ょ
つ
：て
業#
は
こ
：の
'價
将
を
越
へ
て
販
賣
し
乃
至
は
他 

z>
sr
.々
.
.
.
Q
:

條
件
を
附
じ
て
販
賣
す
る
こ
：と
を
禁
止
し
、
又
こ
の
公
定
價
嵇
を
公
示
す
.る
手
段
を
.と
る
。
.然
し
公
定
值
楮
制
は
自
治
的
統 

働
團
體
.
Q
#'t
る
產
業
部
門
に
限
ら
れ
、，.而
も
生
產
業
者
の
卸
賣
物
價
に
限
ら
れ
て
み
る
。
.そ
れ
故
更
：に
こ
れ
を
補
足
す
る
爲
に
、
自 

冶
的
團
嚅
で
ょ
づ
て
.決
定
さ
れ
^
價
格
に
公
定
的
資
楮
を
附
與
す
.る
こ
と
が
困
難
な
る
產
業
；部
門
.に
對
.し
て
は
.

『

物
價
委
員
會

』

.を
設 

. け
.-:

賀
^
の
監
視
を
行
は
せ
る
と
と
を
必
要
と
す
る
。
現
.に
；我
國
忙
於
て
'も
物
慎
委
.員
會
令
及
び
地
方
物
價
委
員
會
規
則
に
基
つ
い
て 

，物
慎
委
隊
會
が
謹
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
要
な
る
仕
事
は
物
價
：の
監
視
I

り
、
そ
.の
.：外
^
中

央

物

價

寶

會

に

’は
物
價
の
最
高
價
格 

又
は
藤
難
價
格(

後
述)

'を
決
定
す
る
機
能
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
し
、
地
方
：'(
0

,物
，順
委
員
會
：は
そ
れ
だ
け
の
權
限
は
な
い
が
、
唯
例
外
的 

.に
地
方
の
特
ま
㈣
に
つ
い
て
は
.價
格
決
定
の
發
言
權
が
與
へ
.ら
れ
る
こ
と
に
な
る

。

吏
に
公
定
價
格
制
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
卸 

.寶
物
價
の
代
り
に
小
*
物
價
を
統
制
す
る
所
0『
栽
準
價
格
制』

が
あ
る
.€>こ
ゎ
は
製
造
業
者
の
販
賣
價
格
と
並
ん
で
づ
寶
物
慣
に
も 

.

'定
の
邀
準
を
設
け
、
商
人
は
そ
れ
に
：準
據
す
る
や
ぅ
.に
法
令
を
出
す
.の
で
あ
るo

こ
の
場
合
の
價
格
を
基
準
價
格
と
稱
す
る
の
で
あ 

る
が
、
基
準
價
格
は
公
定
價
格
：と
異
.か
、
或
る
程
度
の
餘
裕
を
備
け
、

一
定
割
合
以
上
に
價
格
を
吊
上
げ
る
場
合
は
暴
利
と
看
做
し
、

暴
_
取
締
令
を
發
動
す
る
。
\
“
，
，
：

' -
.
 

•

:

然
し
直
接
價
格
を
統
制
す
.る
政
策
は
> 
孰
れ
に
.せ
ょ
、
需
給
關
係
の
不
均
衡
の
繁
現
は
れ
來
つ
た
價
楮
騰
貴
を
統
制
せ
t

す
る 

'
Dで
，あ
泛
、
m
に
表
面
に
現
は
れ
來
つ
た
^
の
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
所
の
對
症
療
法
に
：過
ぎ
ず
。
決
し
て
根
本
的
解
決
策
で
は
あ
り
得

な
.；

S
。

而
も
需
給
關
係
を
調
整
せ
ん
，と
す
，るc

一〉

の
坐
產
カ
擴
充
政
策
も(

'ニ)

の
消
費
節
約
政
策
も
共
に
內
的
矛
盾
を
含
み
、
需
給
關 

係
の
.根
本
的
調
整
は
不
可
能
で
あ
、る
。
然
り
ヾ
と
雖
.も
こ
れ
'等
の
諸
政
策
が
邠
貨
膨
脹
と
財
貨
坐
產
の
分
離
ょ
り
す
る
イ
ン
フ
レ
！

V
3
 

リ
，の
顯
現
.化
.の
，，必
然
性
を
止
揚
.す
る
效
果
を
認
め
な
け
'ればならぬ。，

：

•
 

- 

...
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:
以
上
は
：國
民
經
濟
が
自
給
自
足
的
'で
あ
り
丨
豐
富
な
.原
料
眘
源
を
持
つ
場
合
を
前
提
し
，て
、

イ
ン

.フ
レ
I

t
ン
の
相
對
的
必
然
！i 

金
絕®

的
必
然
性
，へ
.、移

行

，せ

し
.、め
る
：條
仲
及
び
そ
の
條
件
を
變
容
す
る
こ
と
：に
ょ
つ
て
イ
ン
フ
1>
;丨
シ
ョ
ン
の
必
然
性
を
止
揚
す
る
諸 

.政
策
^
を
論
じ
：た
ゃ
吾
：

..々.は
次
；い.で
原
料
資
源
を
外
國
ょ
り€

輸
入
•に
仰
ぐ
，と
こ
ろ
の
持
た
ざ
る
國

.を
前
提
し■て
、
右
，の
問
題
を
硏
究

i
i 
ク
.
 

 ̂

...

。勿
.論
持
だ
ざ
る
'國
に
.也
つ
て
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
W
ン
の
相
對
的
必
然
性
か
ら
絕
對
的
必
然
性
へ
.
.の
移
行
の
最
高
限
界
、
條
件
は
一
 

國
坐
產
カ
擴
充
..の
可
能
性
如
侗
で
..あ
り
、
右
條
件
を
止
揚
せ
ん
が
爲
に
持
つ
國
と
同
樣
に
上
記
諸
政
策
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

ー
然
し
持
だ
ざ
る
國
の
：場
合
に
は
、
右
條
併

'0

:外
に
更
に
特
殊
の
條
件
が
附
加
.さ
れ
、
そ
れ
だ
け
イ
シ
フ
.レ
1

シ
ョ
ン
.の
絕
對
的
必
然
性 

.ベ
：移
行
す.る
危
險
が
犬
で
あ
•る
。
そ
の
’特
姝
條
件
と
は
爲
替
調
達
の
可
能
性
で
あ
る
O
V
と
一K

ふ
：

Q

は
、
持
た
ざ
る
國
忆
と
つ
て
、

一
國 

:
:の
生
產
カ
を
最
高
限
に
擴
充
せ
ん
と
す
る
.に
は
.、
機
械
類
0
'輸
入
は
假
令
へ
一
時
的
現
象
.な
り
と
す
る
も
、

不
斷
.に
：
原

料

，
は

輸

入

し

な 

け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ
原
料
輸
入
0
可
能
性
：は
結
局
爲
替
調
簿
の
：可
能
性
に
か
く
つ
て
居
る
か
ら
で
あ

'る
。

:
.
:
.
.

扨
：で
自
給
自
足
的
國
民
經
濟
に
あ
づ
.て
は
.、
國
家
信
用
を
介
し
て
撒
布
さ
れ
た
創
造
貨
幣
に
ょ
.つ
て
；生
じ
.た
所
得
は
庫
に
國
產
消
費

*イ
ン
.フ
..レ、
シ
ョ
.
ン
對
策
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財
の
消
費
：に
當
て
ら
れ
る
し
，
又
國
家
が
第
三
部
門
に
對
し
て
：投
資
す
：る
結
果
：該
部
門
で
消
費
さ
れ
る
生
産
財
、
.
特
に
原
料
も
國
產
で 

ぁ
：.り
、
.绝
つ
.て
爲
替
調
達
の
'可
能
性
.如
何
は
國
家
の
第
ヨ
郜
門
に
對
す
る
1
:
^
^
^
^
^

た

り

、
;；
'
又
そ
Q

i
政
策
に
基
づ
く
ィ
ン
プ
V

1
シ
0
ン
の
相
對
的
必
然
性
を
直
ち
-に
絕
對
的
必
然
性
.に
移
行
せ
し
"め
|
.
の
で
は
な 

い

,°
然
し
そ
の
國
民
經
濟
が
貧
弱
な
る
原
料
資
源
を
持
づ
に
と
\?
ま

り

、：

輸
出
商
品
原
料
.に
：と)

ま
ら
ず
、、
國

民
.の
，生
活
資
料
に
當
つ 

可

き

も
.の
、原
料

す

ち
：も輸
入

に

仰

ぐ

場
合
に
は
、
國
家
の
.積
極
的
景
氣
政
策
を
續
行
し
而
も
ィ
ン

フ
レ

ー

シ

,
ン
.の
絕
對
化
を
抑
制
.

す
る
こ
と
は
輸
出
貿
易
振
興
の
：可
能
性
に
か
4
つ
て
ゐ
る
。 

:

藉
し
國
家
が
第
三
部
M
へ
の
投
資
を
介
し
て
穣
極
的
景
氣
政
策
を
遂
行
す
る
.場
合
、
'第
±:
ー..部門
.は
そ
の
生
產
に
要
す
る
坐
產
財
を
第 

.1

部
門
よ
り
、
そ
の
勞
働
カ
從
つ
て
消
費
財
を
第
一

1

部
門
よ
り
供
給
さ
る
o
第
一
及
び
第
一
一
部
門
は
そ
.の
生
產
に
要
す
る
原
料
品
の
多 

く
を
海
外
よ
9
の
輸
入
に仰
ぐ
。
然
る
：に
第
三
部
門
の
坐
產
物

(

特
に
軍
需
產
業
の
そ
れ
>は
國
家
に
よ
つ
て
消
耗
さ
れ
、
得
生
產
過
程 

か
ら
.

I

し
、
：
齊
び
第
.
一
乃
至
第
一
一
部
門
に

環
流
す
t

の
で
は
な
い
o
.
そ
の
'結
果
第
一
及
び
第
S

門
に
要
す
る
原
.料
品
は
不
斷
に 

满
ト
よ
b

愉
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
こ
れ
に
反
し
.國
家
を
し
て
積
‘極
的
景
氣
政
策
を
採
用
せ
’し
め
た
前
提
は
世
界
的
不
況
.で
必
' 

從
つ
て
斯
か
る
前
提
下
に
輸
出
の
進
.展
を
多
く
期
待
し
得
な
い
。
そ
れ
故
輸
入
は
不
斷
に
繼
管

れ

、
そ
の
數
量
を
增
す
に
拘
ら
ず 

輸
出
は
減
退
し
、
茲
に
爲
替
需
給
の
不
均
衡
が
發
展
し
、
外
國
爲
替
に
對
す
る
需
要
が
不
均
衡
に
增
大
す
。

そ
の
爲
先
づ
最
初
に
は
從
來
金
兌
換
乃
賣
i

f

よ
つ
て
馨
を
平
價
水
準
に
維
持
し
て
居
つ
た
發
8

行
は
、
最
早
こ
れ
が 

^
5
:

を
困
難
と
す
る
に
至
り
、
玆
に
對
外
的
に
金
本
位
制
を
放
粲
し
、爲
替
相
場
の
變
動
を
そ
の
需
給
の
自
由
'變
動
に
任
せ
る

に
至
る

斯
か
る
方
策
は
價
値
の
抵
落
せ
る
國
に
と
つ
て
は
外
國
爲
替
相
場
の
騰
貴
を
、
こ
れ
に
反
し
價
値
の
低
落
せ
ざ
る
.國
に
と
つ
て
は
價 

姐
^
落
國
の
爲
替
相
場
の
低
下
を
意
味
す
る
。
そ
.れ
に
相
應
し
て
一
一
重
の
作
用
が
起
る
。
先
づ
自
國
の
爲
替
相
場
の
低
落
は
ft
出
を
促 

進
し
"
嗲
つ
て
そ
れ
に
よ
.つ
て
假
令
外
貨
に
對
し
從
來
よ
り
も
多
量
の
自
國
生
產
物
を
供
給
し
众
け
れ
ば
な
ら
ぬ
に
拘
ら
ず
、
輸
出
數 

量
の
非
常
な
增
大
の
結
果
、
.よ
り
多
<
の
外
國
爲
替
を
調
達
し
得
る
な
ら
对
、そ
れ
だ
け
外
國
よ
り
の
原
.料
輸
入
の
可
能
性
が
擴
大
し
、
 

そ
れ
だ
け
國
家
の
積
極
的
景
氣
政
策
を
續
行
す
る
こ
と
.が
可
能
で
あ
り
、
又
物
資
め
不
足
よ
り
す
る
ィ
ン
フ
レ
.1
シ
ョ
ン
の
.顯
現
化
の 

條
件
が
背
後
に
押
し
や
ら
れ
る
。
他
方
自
國
の
爲
替
相
場
の
低
落
は
外
國
爲
替
相
場
の
騰
貴
を
意
味
す
る
故
、
逆
に
こ
れ
は
輸
人
支
抑 

制
す
る
こ
と
に
な
り
"
從
つ
て
こ
の
點
か
ら
も
爲
替
需
給
の
均
衡
化
作
用
が
行
は
れ
、
消
極
的
乍
ら
も
外
國
爲
替Q

調
達
、
腐
料
の
：輸 

入
、
國
家
の
積
極
的
な
景
氣
政
策
の
續
行
、
ィ
ン
フ
レ
ー
シ*

ン
の
顯
現
化
の
阻
止
の
可
能
性
が
擴
大
さ
れ
る
。

然
し
斯
か
る
爲
替
相
場
の
下
落
に
伴
ふ
有
利
な
作
用
は
貨
幣
の
對
外
價
値
の
下
落
に
相
應
し
て
直
ち
に
對
內
價
値
が
.下
落
せ
ず
、
從 

つ
て
國
內
物
價
の
：騰
貴
も
起
.ら
ざ
る
限
り
に
於
て
：の
み
で
あ
る

。

即
ち
對
外
價
値
の
下
落
に
對
內
價
値
の
下
落
が
反
應
す
る
速
度
が
遲 

く
、
且
，つ
少
け
れ
ば
少
い
程
、
ダ
ン
ビ
ン
グ
續
行
の
可
能
性
が
犬
で
あ
石
。

•
然
り
と̂
も
爲
替
相
場
の
下
落
は
右
の
有
利
な
作
用
と
同
時
に
そ
の
反
面
に
於
て
不
利
な
作
用
を
伴
ふ
の
で
あ
り
、
即
ち
內
的
矛
盾 

を
含
む
の
で
あ
る
。
'

.

第
一
に
、
爲
替
相
.場
0
.下
落
は
外
國
よ
り
の
輸
入
原
料
品
の
國
內
價
：箱
を
，漸
て
騰
貴
せ
し
め
、

こ
れ
を
加
エ
し
て
海
外
に
輸
出
す
：る 

際
の
海
外
市
場
に
於
け
る
競
#
力
を
弱
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
そ
の
國
が
生
活
資
料
の
.原
料
を
も
海
外
に
仰
ぐ
如
き
經
濟
態
容
を

V

ン
フV

J
V
J
J
l

シ
對
策 

ニ

九

(

七HI

九)



■■.一 一 一 ^ ；.*-* ;」:ノ-5i:'::ゴt-:■と上il_iIT:：l:::.fSiご‘::ミ3 r£x̂-r̂

ィ
シ
.フ
、レ
l
J/
a
'
-
x
.

對
雄• 

三
〇
‘

(

，七
四
.
-8

持
っ
場
合
に
は
、.
.爲
替
相
場
.の
卞
落
は
生
計
費
の
昂
騰
;>
從
つ
て
：實
銀
高̂惹
起
.し
、
在
產̂
^
^

M

に
弱
め
る
。
そ
の
結
集
輸
出
は
阻
害
さ
れ
、
爲
替
の
調
達
、
原
料
の
輸
入
、
國
家
の：

積
.極
.的
景
氣
政
策
の
續
行
、V

ノ
フ
レ
ー
シ
日

ン
.
_現
化
の
阻
止
が
不
可
能
と
な
る
。 

、

.

第
二
に
、
.爲
替
低
落
國
の
國
際
資
本
市
場
.に
於
け
.る
地
位
が
問
題
と
な
^
。
萬
一

そ
の
國
が

債
務
國

で

あ
る
な
ら
ば
、
而
も
そ
.の
債
.
 

務
が
外
貨
債
で
あ
る
な
ち
ば
、
從
來
士
同
一
へ
額
の
■外
貨
で
表
現
さ
れ
た
債
務
を
辨
濟
す
る
に
當
て
ら
る
可
き
輸
出
商
品
の
鍪
は
爲
替 

您
落
に
反
比
例
し
て
多
額
と
な
る
0
そ
.の
結
來
、
假
令
債
務
國
の
全
輸
出
商
品
の
.絕
對
量
は
增
大
し
て
も
債
務
辨
濟
.に
當
て
ら
る
可
き 

商
品
量
が
相
對
的
に
增
'犬
し
て
ゐ
，1

、
新
た
な
る
外
國
爲
替
調
警
i

て
ら
る
可
き
輸
出
商
品
量
は
相
對
的
に
減
少
す
る
こ
と
に 

な
るO

斯
く
て
外
國
爲
替
の
調
達
が
阻
害
さ
る
。V 

: 

'

.

.第
三
に
、
，
輸
出
促
進
の
機
會
は
單
に
價
楮
だ
け
の
：問
題
：で
は
な
い
。

.

.即
ち
爲
替
低
落
國
め
商
品
が
^
^

於
て
低
廉
.と
な
っ
た
と
一
友
ふ
こ
と
だ
け
で
輸
出
の
伲
進
が
無
條
件
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
"
世
界
的
不
況
下
に
あ
つ 

て
諸
外
國
は
常
に
平
.價
切
下
.國
の
■爲
替
ダ
ン
ビ
ン
.グ
に
對
し
行
政
'的
對
抗
策
^
_ず
.石
に
至
る
か
ら
.であるタ關稅障壁ハ

1
タ
ー 

制
"
吏
に
は
國
家
：の
全
面
的
貿
易
管
理
に
ょ
づ
て
爲
替
ダ
ン
ビ
シ
グ
な
る
手
段
を
無
效
な
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
。

斯
く
爲
替
低
落
に
'ょ
る
輸
出
の

促
進
、
外
國
爲
替
の
調
達
、
原
料
の
輸
入
、
國
家
の
積
極
的
景
氣
政
策P

續

行

、:'
ィ

ン
フ
レ
ー
シ
” 

ン
の
顯
現
化
の
阻
止
に
は
內
的
矛
盾
を
含
.み
、
；
一
定
の
限
界
が
存
す
る
。
そ
れ
故
®
て
馨
低
落
に
：ょ
っ
て
輸
出
を
促
進
し
、
外
國
爲 

替
を
調
達
し
、
原
料
の
輸
入
を
續
行
し
得
る
限
#
に
到
達
す
：る.0
然
る
：場
合
に
は
、
旣
に
偁
落
し
た
爲
替
相
場
の
一
定
點
を
維
持
し
乍

ら
'
ぞ
の
下
に
於
て
輸
出
'の
增
進
、
镓
替
’

Q

調
達
、
原
料
輸
入
の
續
行
を
企
11
し
な
け
れ
ば
.だ
ぢ
ぬ
。：
そ
の
手
段
と
し
て
'は
、
.
一，、
國 

別
貿
易
の
賞
情
に
即
し
た
求
償
協
定
、一 
一、
',
パ
ー
タ
ー
制"■.三
.、
輸
出
補
償
金
制
等
が
擧
げ
得
ら
れ
る
。
然
し
世
界
的
不
況
下
に
あ
つ 

て
は
、
斯
か
'
方
策
に
ょ
つ
て
所
期
の
目
的
を
充
分
に
塞
す
る
し
.と
を
期
待
し
得
な
い
'°
,,
.
..
'

.
玆
に
於
で
積
極
的
‘に
輸
出
增
’進
に
ょ
つ
て
爲
替
調
達
を
甌
る
と
同
睁
に
、
消
極
的
に
輸
出
入
の
均
衡
、
從
つ
て
爲
替
の
需
給
均
衡
を
'
 

計
り
、
';
こ
れ
に
ょ
つ
て
國
家
，の
筷
極
的
景
氣
政
^:
に
必
要
..な
原
料(

犄
に
軍
需
產
業
0.
原
料)

輸
入
を
確
保
し
、
，ィ
ン
フ
レ
ー
.シ
，日
ン
：の 

_
現
化
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
'が
爲
に
は
爲
替
管
理——

こ
れ
は
最
初
.資
本
の
海
外
逃
避
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ 

る
も
の—

を
更
に
擴
充
し
て
、
爲
替
許
可
制
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
爲
替
許
可
制
に
ょ
り
、
國
家
の
積
極
的
景
氣
政
策 

の
續
行
に
必
要
な
る
原
料(

特
に
軍
需
品
原
料)

拉
に
輸
出
の
增
進
に
必
要
な
る
原
料
の
輸
入
に
對
し
て
の
み
國
家
は
輸
入
爲
替
の
取
組 

を
許
可
し
、
.他
の
不
急
、
不
要
品
.

Q

輸
入
に
對
L
て
は
こ
れ
を
.認
め
ず
1
:斯
く
輸
入
.を
抑
制
し
ノ
顧
成
替
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
冑
畠
の 

均
衡
を
計
り
、
イ
ジ
フ
レ
1
ジ
日
ン
の
顯
現
化
を
阻
典
せ
ん
と
す
:2
>

0

:

:.'
:

>
.-
.

斯
く
國
家
が
輸
入
爲
替
に
許
可
制
を
敷
ズ
爲
に
は
同
時
に
輸
出
爲
替
も
獨
占
的
;^
1
定
の
_
家
機
關
が
買
集
め
、
こ
れ
を
夫
々
許
可 

せ
る
輸
人
爲
替
に
引
當
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
玆
に
全
爲
替
賣
買
は
一
つ
の
國
家
機
關
に
集
中
さ
れ
、
こ
の
^
#
賫
買
の
統
制
を
通
じ
I
 

て
全
輸
出
入
質
易
を
銃
制
す
る
こ
^
に
な
る
,0
斯
か
る
段
階
に
達
す
る
と
結
眉
爲
替
管
理
の
强
化
は
直
接
貿
易
の
.國
家
|
;目
理
に
.
移

行

す
 

る
ご
と
に
な
る
o 

.

.

貿
易
の
國
家
管
理
は
爲
替
相
場
の
低
落
に
悪
づ
く
自
動
的
為
輸
出
促
進
作
用
に
對
し
、，
次
の
.如
き
長
所
を
有
す
る
。
即
ち
そ
れ
は
全

イ
シ
フ
.レ
ー
シ
3
シ
對
策 
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,

ソ
フ
r

E

I

 

!

 

S

3

.

一

貿
易
I

蘭
統
制
が
容
.易
と
な
り
、
且
つ
貿
易
を
國
策
の
：
一:序
段
と
な
し
得
る
の
で
：I

。
普

通

爲

替

相

言

低

落

に

よ

る

輸

入

抑

|: 

S

購
買
力
に
管
て
比
較
的
霊
に
行
は
れ
、
從

つ

て

馨

醫

の

困

難

な

る

場

合

に

も

何

等

生

活

必

需

品

た

る

と

奮

品

な

る

とI

'に
應
じ
て
輸
入
抑
制
i

別
を
附
し
得
な
い
。
然
る
に
貿
f

國
家
霊
に
於
て
咳 

\ 

M

i
.し

容

隹

差

別

を

附

し

得

る

Q

で
ぁ
る
。I

3
2

Q
S

於
'
I、
.貿
，易Q.

國
家
£

は
政
治
的
見
地
S

輸
出
A
統
制
し
得 

一
 

る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
.輸
出
促
進
を
■就
る
際
に
も
世
典
®

の
情
況
に
管
て
輸
出
價
格
を
決
定
し
.ノ
又
夫
々
軟
出
市
.^
に
應
じ
差 

f 

.別
債
f

附
し
得
今
勿
論
質
易
の
國
家
管
理
は
反
面
に
於
て
.貿
易
業
務
の
官
僚
化
に
よ
る
諸
種
の
摩
擦
と
弊
害
の
存
す
る
こ
と
I
 

| 

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.然
し
持
た
ざ
る
國
が
爲
替
の
需
給
の
均
衡
に
よ
つ
て
ィ
ン
フ
レ
、1
シ
ョ
ン
の
絕
對
的
必
然
性
を
止
揚
せ
ん
か
& 

j

に
は
必
然
的
に
，貿
易
の
國

_

理
に
迄
移
行
.せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

I

, 

' 

2 

圓
 

-
- 

-
 

』 

•
 

.

-

«

'

 

,
 

_

.獨
占

資

宝

養

,

於
け
る
證

I

は

生

8

1

蠢

I

l

f
患
し
た
。
そ
S

果

業

I

經 

一

濟
の
外
部
に
立
つ
て
居
つ
た
國
家
が
第
三
部
門
に
對
し
積
極
的
に
投
資
活
動
を
行
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
全
社
會
的
再
生
産
過
程
の
均
衡
を 

囘
復
し
、
維
持
せ
ん
.と
す
る
統
制
經
濟
藤
に
移
行
し
た
。
そ
れ
故
統
制
經
濟
段
階
に
於
げ
る
靈
變
化
は
第
一
に
國
家
か
社
會
的
苒 

生
產
糧
の
.成
_
的
要
素
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
全
社
言
產
業
體
系
が
一
一
部
門
分
割
か
ら
三
部
pi
分
韵
に
な
る
こ
と
第
三
に
國

r 

の
第
三
部
門
に
.對
す
る
投
資
は
國
家
信
用
を
介
し
て
創
造
さ
れ
た
貨
幣
で
ぁ
り
、
そ
の
投
資
に
よ
つ
て
生
產
さ
る
、
も
の
は
主
と
し
て 

軍
需
品
で
あ
り
、
置
議
程
か
ら
脫
落
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
財
貨
I

と
通
貨
膨
脹
の
分
離
な
る
イ
ン
フ
レ
丨
シ
,
ン
の
根

據
が
與
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
統
制
經
濟
の
洱
坐
產
過
程
は
イ
ン
ク
レ
ー
シ™

ン
の
必
然
性
を
そ
れ
自
身
0-
內
に
含
む
。

然
し
そ
の
必
然
性
は
相
對
的
必
然
性
で
あ
り
、. 一

定
の
條
件
が
具
備
，す
る
場
合
に
絕
對
的
必
然
性
に
、
即
ち
顯
在
乃
至
惡
性
イ
ン
フ 

レ
！
ゾ
ョ
ン
に
移
行
す
る
。
從
つ
て
統
制
經
濟
は
惡
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
ょ
る
稗
生
產
過
程
の
擬
亂
、
破
滅
を
阢
止
す
る
爲
に
右 

の
條
件
を
變
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
持
つ
國
に
と
つ
て
は
右
の
條
件
は
一
國
生
產
カ
擴
充
の
可
能
性
で
あ
る
。
坐
產
力
の
祜
渴
を
防 

止
す
る
爲
に
先
づ
生
産
力
擴
充
政
策
を
と
り
、
供
給
即
ち
生
產
部
面
を
統
制
す
。
然
し
そ
の
統
制
は
內
的
矛
盾
を
含
む
も
の
と
し
て
イ 

ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
の
絕
對
的
必
然
性
を
否
定
す
る
.も
の
で
は
な
く
、
止
揚
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
內
的
矛
盾
を
止
揚
せ
ん
が
爲
に 

更
に
消
費
節
約
政
策
を
と
り
、
需
要
即
ち
消
費
部
面
を
統
制
す
。
然
し
又
斯
か
る
統
制
も
內
的
矛
盾
を
含
む
も
の
と
し
て
直
接
價
格
を 

統
制
‘し
、
流
通
部
面
を
統
制
す
る
に
至
る
。
斯
く
て
一
國
民
經
濟
內
の
生
産
、
消
費
、
流
通
の
全
部
面
は
統
制
さ
れ『

秩
序
づ
け
ら
れ 

た
體
系』

に
移
行
す
。

又
持
た
ざ
る
國
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
"
ン
の
纈
現
化
を
阻
止
す
る
爲
に
、
右
の
如
く
國
內
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
體
系
に
移
行
す
る 

と
共
に
、
更
に
對
外
的
に
も
、
爲
替
の
調
達
、
そ
机
の
需
給
均
衡
化
を
計
る
爲
に『

完
結
せ
る
經
濟
體
系j

に
移
行
す
る
。
と
沄
ふ
の
は
，
 

爲
替
調
達
及
び
そ
の
需
給
均
衡
化
の
爲
の
諸
對
策
は
、
そ
の
內
的
矛
盾
の
止
揚
を
通
じ
て
貿
易
の
國
家
管
理
に
迄
移
行
し
、

一
國
民
經 

濟
は
他
の
國
民
經
濟
と
の
關
係
に
於
て
一
つ
の
完
結
せ
る
經
濟
體
系
と
し
て
現
は
れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

斯
く
て
獨
占
資
本
主
義
の
.矛
盾
を
止
揚
せ
る
統
制
經
濟
は
そ
れ
自
身
に
.內
往
す
る
イ
ン
フ
.レ
1
シ
3
ン
.の
必
然
性
な
：る
矛
盾
を
止
揚

.
 

せ
ん
が
爲
に
觅
に
高
度
の
銃
制
經
濟
へ
と
必
然
的
に
發
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
自
然
必
然
性
，.に
ょ
.つ
て
律
せ
ら
れ
た
自
相
資
本

イ
ン
フy
丨
シ
3
ン
對
策
ト
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主
義
i

し
議
の
自
由
に
よ
つ
.て
な
さ
れ
た
諸
政
策
に
よ
つ
.て
律
せ
ら
れ
る
統
制
經
濟
は
、
そ
■の
意
^
^
^

通
じ
て
自
然
必
然
性
を
以
つ
て
更
に
囊
の
意
志
の
所
産
た
る
諸
藥
に
よ
.つ
て
律
せ
ら
れ
る
統
制
經
濟
へ
と
移
行
し
'な
.け
れ
ば
な
ら 

.ぬ
：の
セ
ぁ_る
0 

.
ブ

ル

ゥ

デ

.ュ市場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
と
和
蘭
商
人

'

■

:

高

村

象

平

 

.

'

一
'

北
歐
商
業
圈
、
殊
に
.バ
ル
ト
海
商
業
圈
に
於
け
る
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
至
上
權
は
、十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
前
半
に
か
け
'て
、先
づ
ズ
ン
.
 

ド
海
峡
に
對
す
る
亥
配
と
、
次
い
で
、パ
ル
ト
海
地
域
へ
の
進
出
と
を
目
指
す
和
蘭
商
業
資
本
に
よ
つ
て
、
搖
が
さ
れ
始
め
る(

1)

0
こ 

れ
は
後
者
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
和
蘭
商
人
の
取
引
地
域
の
擴
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
と
り
右
の
東
西
兩
歐
連
絡
の
要
衡
點
に
於
い
て 

の
み
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
從
來
ハ
ン
ザ
の
獨
占
權
益
堆
域
た
る
ス
ヵ
ヾ
ン
デ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
吣
ガ
諸
國
に
對
し
て
も
或
は
ロ
シ
ア
市
場
に 

對
し
て
.も
亦
、
彼
等
和
蘭
人
の
競
爭
は
同
時
に
展
開
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
四
三
八
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
ベ
ル
ゲ
ン 

航

行

者

組

合

の

，
設

M

さ
れ
た
こ
と
や
?〕

、

ハ
ン
.ザ
都
市
レ
-ヴ
'ァ
ル
に
對
立
す
る
ヴ
ィ

ボ
ル
ク
に
於
い
て
和
蘭
商
人
が
、
鹽
、葡
萄
酒
、
 

毛
織
物
等
め
輸
入
税
乃
至
裸
麥

、
タ
ァ
ル
の
輸
出
稅
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
の
.如
き
は
、
こ
れ
の
證
左
と
な
し
得
る
。

.
然
し
な
が
ら
、
ハ
シ
ザ
と
和
蘭
と
の
競
爭
の
く
り
.ひ
ろ
げ
ら
れ
た
第
一
：
の
場
所
は
、

こQ

北
方
王
國
乃
至
東
北
歐
よ
り
は
、
前
記
取 

西
兩
歐
を
結
ぶ
仲
繼
商
業
で
あ
つ
た
。
殊
に
十
五
世
紀
前
半
の
ズ
ン
ド
戰
爭
に
よ
つ
て
一
度
困
窮
の
M
に
陷
つ
た
和
1«
^
濟
が
、
當
時 

ブ
ル
b
デ
ュ
市
場
に
於
け
.る《

V

ザw

和
蘭
商
人 
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